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施
政
方
針
抜
粋

　

本
市
で
は
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
や
台
風
第　

号
に
よ
る
未
曽
有
の
災
害
に
対
し
て
、
復

２４

旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
国
・
県
と
の
連
携
を
図
り
、
道

路
・
河
川
お
よ
び
農
林
業
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
防

災
拠
点
施
設
の
充
実
や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
被
災
経
験
を
生
か
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
に
よ
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
お
り
ま
す
経
済
対
策
や
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
事

業
、
オ
ー
ル
新
見
！
公
募
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
自
主
防
災
組
織
設
立
支
援
な
ど
、
そ
の

成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
施
策

の
重
点
方
針
と
し
て
位
置
づ
け
た
「
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
策
定

し
た
構
築
計
画
に
基
づ
き
、「
地
域
共
生
社
会
の
基
盤
構
築
」
と
「
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
２
本
柱
を
も
と
に
、
本
市
独
自
の
取
組
を
本
格
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
全
国
的
に
知
名
度
を
高
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
国
内
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
が
る
よ
う
、
私
自
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
本
市

の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
「
第
２
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画
」
の
前
期
計
画
な
ら
び
に
「
新
見
市

３１

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
目
標
に
掲
げ
た
各
項
目

に
つ
い
て
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
前
期
計
画
や
総
合
戦
略
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
情
勢
の
変
化
な

ど
を
見
極
め
た
う
え
で
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
新
た
な
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

池
田
市
長
は
、
３
月
市
議
会
定
例

会
で
、
平
成　

年
度
の
市
政
推
進
に

３１

向
け
た
所
信
を
表
明
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
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施
策
の
重
点
方
針

　
「
人
と
地
域
が
元
気
な
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
、
大
き
く
６
つ
の
観

点
か
ら
、
本
年
度
重
点
的
に
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
結
婚
推
進
事
業　
　
　

２
０
０
万
円

　

結
婚
を
望
む
人
を
応
援
す
る
取
組
と
し

て
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
の
実
施
、
民
間
が
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
助
成
を
行
う
な
ど
、

結
婚
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
事
業　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

●
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
７
２
万
円

●
乳
児
・
妊
婦
個
別
健
康
診
査
無
料
化
事

業　
　
　
　
　
　
　

２
１
３
８
万
円

●
新
見
保
育
所
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
０
万
円

　

妊
娠
か
ら
出
産
・
育
児
を
総
合
的
に
支

援
す
る
取
組
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
、
産
婦

健
診
の
実
施
や
産
後
ケ
ア
入
院
の
拡
充
、

不
妊
・
不
育
対
策
支
援
事
業
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
カ
ル
ス
ト
台
共
立
歯
科
診
療
所
機
器

等
整
備
事
業　
　
　

２
９
７
０
万
円

●
岡
山
大
学
寄
付
講
座
（
岡
山
県
北
西

　

部
（
新
見
）
総
合
診
療
医
学
講
座
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
７
０
万
円

●
看
護
学
生
奨
学
支
援
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
９
３
万
円

●
介
護
学
生
奨
学
支
援
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
と
し
て
、
医
療

従
事
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
、
診
療
所
な
ど
の
設
備
整
備
、
看
護

学
生
の
修
学
支
援
な
ど
に
よ
る
医
療
人
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
万
円

●
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
３
万
円

●
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
７
万
円

　

市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
取
組
と
し

て
、
各
地
に
保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士

な
ど
の
派
遣
、「
げ
ん
き
広
場
に
い
み
」

の
利
用
促
進
や
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
事
業
の
充
実
な
ど
を
図
り
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
の
意
識

啓
発
と
あ
わ
せ
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

●
周
遊
型
観
光
ツ
ア
ー
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

消
費
の
流
出
を
抑
制
し
、
新
た
な
消
費

を
呼
び
込
む
取
組
と
し
て
、
海
外
や
首
都

圏
で
の
農
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
鍾

乳
洞
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

「
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」
の
東
京
開
催
、

旅
行
業
者
の
企
画
ツ
ア
ー
へ
の
助
成
、
県

外
を
は
じ
め
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
誘
致
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
増

加
を
促
進
し
ま
す
。

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

※
森
林
環
境
譲
与
税
財
源

●
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
７
７
０
万
円

※
森
林
環
境
譲
与
税
財
源

●
神
郷
温
泉
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
導
入

　

事
業　
　
　
　
　
　

８
６
５
０
万
円

　

地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取

組
と
し
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と

し
た
基
金
を
設
け
、
各
種
補
助
制
度
の
充

実
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
の
利
用
促
進

な
ど
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の

未
利
用
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
体
制
を

整
備
し
、
効
率
的
な
林
業
成
長
産
業
化
を

推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
幼
い
頃
か
ら
木
の
お
も
ち
ゃ

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
木
を
愛
す
る

心
を
育
む
「
木
育
」
を
推
進
す
る
「
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
に
よ
り
、
豊
か
な
森

林
資
源
を
守
り
育
て
る
本
市
の
取
組
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、
新
見
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ

な
げ
ま
す
。

●
紙
の
館
水
車
等
改
修
事
業

１
８
０
０
万
円

※
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

あ
た
た
か
い
「
福
祉
の
ま
ち
」

特集：施政方針・予算

　
　
　
　
 

少
子
化
の
克
服

ここに
着目！

　
　
　
　
 

健
康
で
暮
ら
せ
る

  
ま
ち
の
実
現

ここに
着目！

　
　
　
　
 

地
域
経
済
の

  
好
循
環
の
実
現

ここに
着目！

は
ば
た
く
「
産
業
の
ま
ち
」
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●
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
３
万
円

　

地
域
価
値
を
向
上
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

動
画
作
成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
観

光
資
源
や
特
産
物
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ー
み
ん
」
を
活
用
し
、
集
客
力
の
高

い
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
会
場
な
ど
で
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

●
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
９
万
円

●
企
業
人
材
育
成
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
５
万
円

●
就
職
支
援
事
業　
　

１
０
６
０
万
円

●
創
業
支
援
事
業　
　
　

５
５
０
万
円

●
千
屋
牛
増
頭
奨
励
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

●
千
屋
牛
教
育
フ
ァ
ー
ム
体
験
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

２８

●
農
業
後
継
者
定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
４
万
円

　

民
間
投
資
の
喚
起
に
つ
な
が
る
取
組
と

し
て
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
店
舗
改
装
、

経
営
革
新
の
取
組
な
ど
の
支
援
、
創
業
セ

ミ
ナ
ー
や
事
業
化
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ

て
、
意
欲
を
持
っ
た
個
人
の
取
組
に
つ
い

て
後
押
し
を
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
新
見
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
」に
基
づ
い
て
設
置
し
た

産
業
振
興
会
議
の
提
言
な
ど
を
も
と
に
、中

小
企
業
者
な
ど
の
振
興
施
策
を
充
実
さ
せ
、

地
域
経
済
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
８
０
万
円

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
３
２
万
円

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、

特
別
支
援
教
育
の
推
進
・
充
実
の
拠
点
と

な
る
「
新
見
市
特
別
支
援
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
」
を
思
誠
小
学
校
内
に
設
置
し
、
発

達
障
が
い
な
ど
の
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
や

教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、
学
校
に

お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業　
　

万
円

４０

●
塩
か
ら
子
育
成
事
業　

５
０
０
万
円

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

７
億
２
０
４
３
万
円

●
千
屋
公
民
館
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
４
５
０
３
万
円

●
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
５
４
万
円

●
哲
多
若
者
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
５
０
万
円

　

生
き
る
力
と
郷
土
愛
に
溢
れ
た
人
材
の

育
成
に
向
け
て
、
中
学
校
で
は
、
企
業
な

ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
場
産
業
の
特
色

を
理
解
す
る
体
験
を
通
じ
て
、
進
路
選
択

に
活
か
す
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
防
災
用
備
蓄
品
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
５
８
万
円

●
自
主
防
災
組
織
と
の
防
災
訓
練
合
同

　

実
施
事
業　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

●
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

５
１
０
０
万
円

※
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

●
救
命
胴
衣
・
救
急
用
ボ
ー
ト
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
万
円

●
給
水
車
購
入
事
業　

１
３
０
０
万
円

※
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

●
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

●
防
災
士
育
成
支
援
事
業　
　
　

万
円

６１

　

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
取
組
と
し
て
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、
自

主
防
災
組
織
と
協
働
し
て
情
報
伝
達
や
避

難
所
の
開
設
・
運
営
な
ど
の
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
自
主

防
災
組
織
の
設
立
促
進
、
防
災
士
資
格
の

取
得
支
援
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
や
水
、
毛
布
な
ど
の
防
災

用
備
蓄
品
や
Ｗ
ｉ
−
Ｆ
ｉ
環
境
を
防
災
拠

点
と
な
る
施
設
へ
整
備
し
ま
す
。

●
街
路
灯
設
置
事
業　
　

６
０
０
万
円

※
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

●
新
見
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
検
討
事
業

８
５
４
万
円

●
都
市
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業

１
３
２
０
万
円

●
市
道
井
倉
線
（
井
倉
橋
）
改
良
事
業

　

６
５
０
０
万
円

●
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
見
直
し
事
業

　

４
５
０
万
円

ゆ
た
か
な
「
文
化
の
ま
ち
」

か
い
て
き
な
「
環
境
の
ま
ち
」

　
　
　
　
 

故
郷
を
愛
し
、

 
生
き
る
力
を

 
備
え
た
人
づ
く
り

ここに
着目！

　
　
　
　
 

安
全
・
安
心
が

 
実
感
で
き
る

 
地
域
の
実
現

ここに
着目！

　
　
　
　
 

快
適
な
都
市

 
環
境
の
提
供

ここに
着目！
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●
空
き
家
等
対
策
推
進
事
業３

２
９
万
円

●
別
所
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
解
体
撤
去
事
業１

６
１
万
円

　

地
域
社
会
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備

と
し
て
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市
機
能
の

集
積
と
誘
導
を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
都
市
計
画
道
路
や
「
新

見
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
新

た
な
計
画
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
、
除
却
な
ど
の
適
正

管
理
を
支
援
し
ま
す
。

●
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
６
６
６
万
円

●
映
像
放
送
系
機
器
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
４
４
４
万
円

●
記
名
式
指
定
ご
み
袋
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
８
３
万
円

●
市
営
斎
場
「
明
月
苑
」
火
葬
炉
設
備

　

改
修
事
業　
　

１
億
３
６
４
０
万
円

　

効
率
的
で
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

整
備
と
し
て
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

で
設
置
し
た
情
報
通
信
機
器
お
よ
び
映
像

放
送
系
機
器
な
ど
の
更
新
を
計
画
的
に
行

い
、
快
適
な
通
信
環
境
を
維
持
し
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
ご
み
袋
は
、
持
ち
手
の
あ

る
扱
い
や
す
い
も
の
に
更
新
し
ま
す
。

●
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

１
０
９
０
万
円

●
地
域
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

１
４
０
９
万
円

●
お
試
し
暮
ら
し
支
援
事
業１

０
０
万
円

●
空
き
家
活
用
推
進
事
業３

０
０
０
万
円

　

移
住
者
な
ど
の
受
け
入
れ
対
策
の
充
実

と
し
て
、「
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
、
地
域
の
民
間
団
体
と
の
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る
「
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
」
の
機
能
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
移
住
前
の
情
報
提
供
か
ら
移
住

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
一
貫
し
て
支
援
す

る
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
取
得
や
改
修
に
係
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
、
経
済
的
負
担
が
移

住
の
際
の
障
壁
と
な
り
や
す
い
子
育
て
世

代
な
ど
の
移
住
者
に
、よ
り
効
果
的
な
支
援

と
な
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

完
全
４
年
制
大
学
に
移
行
す
る
新
見
公

立
大
学
の
安
定
的
な
発
展
の
た
め
、
新
見

駅
西
側
の
エ
リ
ア
で
学
生
の
住
居
を
中
心

と
し
た
整
備
事
業
を
実
施
し
、
新
見
駅
周

辺
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
小
規
模
多
機
能
自
治
一
括
交
付
金
事
業

６
５
１
万
円

●
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

２
０
４
８
万
円

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

４
０
０
万
円

●
や
る
気
×
元
気

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
３
万
円

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

●
オ
ー
ル
新
見
！
公
募
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
万
円

●
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
事
業

　

万
円

６２

　

小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く

り
と
し
て
、
主
体
と
な
る
地
域
運
営
組
織

の
市
内
全
域
で
の
設
立
を
促
進
す
る
た
め
、

新
年
度
か
ら
地
域
担
当
職
員
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
管
内
ま
で
拡
大
し
、
組
織
設
立

に
向
け
た
人
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
後
は
人
的
支
援
に
加
え
、

運
営
経
費
に
つ
い
て
も
支
援
し
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
１
６
４
万
円

●
新
見
公
立
大
学
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
８
３
６
万
円

●
新
見
版
地
方
創
生
塾

　
（
地
方
創
生
に
い
み
カ
レ
ッ
ジ
）

５
０
０
万
円

　

大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

市
、大
学
、地
域
の
連
携
拠
点
と
な
る「
地

域
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
棟
」
の
建
築
に
着

手
し
て
お
り
、
大
学
と
の
間
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

本
市
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

●
観
光
施
設
等
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
６
万
円

●
林
業
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

●
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　

５
億
９
９
３
３
万
円

●
道
路
橋
り
ょ
う
等
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　

億
６
４
５
８
万
円

１１

●
道
路
・
河
川
災
害
防
止
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
０
０
万
円

特集：施政方針・予算

新
し
い
人
の
流
れ
の
創
造

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 
災
害
復
旧
・
復
興
事
業

　
　
　
　
 

新
し
い
人
の

 
流
れ
の
創
造

ここに
着目！

　
　
　
　
 

新
見
市
版

 
地
域
共
生
社
会

 
の
構
築

ここに
着目！
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平成３１年度予算
災害復旧、協働のまちづくりに重点

　平成３１年度の一般会計当初予算は、平成３０年７月豪雨災害等からの復旧・復興対策を引き続き行うため、
災害復旧事業に対し積極的な予算配分を行っています。
　また、最終年度となる「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づいた人口減少問題対策のための各種
施策を継続して行うことに加え、新見市版地域共生社会の実現に向けた取組を拡充し、「協働のまちづく
り」を推進する取組に重点を置いた予算編成を行っています。
【問い合わせ先】財政課　緯演６１６０

歳入
　自主財源である市税は、雇用や
所得環境が引き続き緩やかな改善
傾向にあることから、前年度に比
べ微増の３３億２,８４１万円としてい
ます。
　一方、依存財源である地方交付
税は、普通交付税の合併算定替え
による逓減が見込まれる一方で算
入される公債費が増加するため、
前年度比１.３％増の１１１億２,３００万
円、市債は、災害復旧事業債の影
響により前年度比１５.１％増の３７億
８６０万円としています。

歳出
　平成３０年７月豪雨災害等からの
復旧のため、道路・河川・橋りょ
う、農地、観光施設などの災害復
旧事業を計上しています。
　また、小規模多機能自治一括交
付金制度の創設、地域担当職員や
第２層生活支援コーディネーター
の増員など、協働によるまちづく
りを推進する取り組みを拡充しま
す。
  普通建設事業費については、災害
復旧事業を優先して取り組むため、
前年度比２２.９％減の２８億５,１０２万
円としています。

市税 
１3.１％

自主財源
 22.9％

地方交付税 
 ４3.9％

依存財源77.1％

①

①の内訳

　地方消費税交付金 ２.1%

　地方譲与税　　　 １.1%

　配当割交付金など ０.7％

市債
14.6％

県支出金
5.２％

国庫支出金
9.6％

２５３億
３,５９６万円

繰入金
5.9％ 分担金・負担金など ２.2%

使用料及び手数料 ０.8%
繰越金 ０.8%

農林水産業費
３.9％

公債費
 15.2%

総務費
12.9％

衛生費 ５.８％

災害復旧費 7.7％

教育費 11.0％

民生費 
20.7%

土木費
１2.0％

２５３億
３,５９６万円

② ②の内訳

　諸支出金　  ４.3%

　消防費　　  3.4%

　労働・商工費 2.2％

　議会費　　 ０.7％

　予備費　　 ０.2％
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小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る　
　
　

　
　

地
域
共
生
社
会
の
基
盤
構
築　

～
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
地
域
活
力

　
　
 
と
自
治
力
を
取
り
戻
す
取
組
～

　

小
規
模
多
機
能
自
治
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
課

題
を
共
有
し
解
決
を
図
る
「
地
域
運
営
組

織
の
設
立
に
向
け
た
機
運
づ
く
り
※
①
」

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
運
営
組
織
へ

の
財
政
支
援
策
と
し
て
「
小
規
模
多
機
能

自
治
一
括
交
付
金
※
②
」
制
度
を
創
設
し
、

地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
課
題
解
決

に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
地
域

運
営
組
織
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
課
題
解
決

に
向
け
て
実
施
す
る
取
組
は
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
※
③
」
に
よ
り
支
援
し

ま
す
。

※
①
新
た
に
新
見
支
局
管
内
の
５
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
福
本
を
除
く
）
に
地
域

担
当
職
員
を
配
置
し
、
各
地
域
で
の
説

明
会
や
意
見
交
換
会
に
参
加
し
、
地
域

運
営
組
織
の
設
立
に
向
け
た
機
運
づ
く

り
や
、
地
域
の
将
来
計
画
の
策
定
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

※
②
使
途
に
必
要
以
上
の
制
限
を
設
け
ず
、

地
域
の
将
来
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の

実
情
や
特
色
に
応
じ
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
交
付
金
で
す
。

※
③
小
地
域
ケ
ア
会
議
で
検
討
さ
れ
た
地

域
課
題
解
決
に
向
け
て
実
施
す
る
試
行

的
な
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
応
援
し
ま
す

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　

地
域
団
体
な
ど
が
主
体
的
に
行
う
地
域

づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体　

市
内
で
活
動
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
団
体

・
地
域
住
民
の
多
く
が
参
加
し
、
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

・
地
域
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す

る
行
政
地
区
な
ど
の
小
規
模
な
団
体
や

実
行
委
員
会
な
ど
の
任
意
組
織

・
多
く
の
市
民
が
参
画
し
、
市
内
全
域
を

対
象
と
し
た
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施

す
る
団
体

対
象
事
業　

地
域
や
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
、
事
業
費
３
万
円
以
上
の
事
業
が
対

象
で
す
。
ま
た
、
複
数
の
事
業
を
ま
と
め

て
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
申
請

は
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
に
１
回
で
す
。

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

補
助
限
度
額　
　

万
円

３０

そ
の
他　

必
ず
事
前
相
談
を
行
い
、
事
業

実
施
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

２
０
２
０
年
１
月　

日
晶

３１

オ
ー
ル
新
見
！　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

公
募
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

民
間
と
行
政
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ

な
が
る
事
業
を
企
画
実
施
す
る
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

提
案
事
業
は
審
査
の
上
、
提
案
団
体
へ

事
業
の
実
施
を
委
託
し
ま
す
。

対
象
団
体　

規
約
な
ど
を
も
っ
て
活
動
す

る
地
域
団
体
な
ど

対
象
事
業　

募
集
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
地
域

団
体
等
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
、
実
施
す

る
次
の
事
業

・
地
域
創
生
や
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
、

協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
課

題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
事
業

・
具
体
的
な
効
果
や
成
果
が
期
待
で
き
、

地
域
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
事
業

募
集
テ
ー
マ

①
優
れ
た
地
域
資
源
の
活
用

②
人
づ
く
り
と
人
材
の
活
用

③
交
流
・
定
住
に
よ
る
活
性
化

④
そ
の
他
「
地
域
課
題
解
決
」
や
「
地
域

力
の
向
上
」
に
つ
な
が
る
事
業

委
託
事
業
費
（
１
事
業
あ
た
り
）

　

１
０
０
万
円
を
限
度

提
案
方
法　

募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
案
期
限　

５
月　

日
晶
必
着

１０

そ
の
他　

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

や
る
気
×
元
気　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
に
、収
益
事
業
と
し
て
地

域
資
源
の
活
用
を
目
指
す
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

対
象
団
体　

規
約
な
ど
を
も
っ
て
活
動
す

る
地
域
団
体
な
ど

対
象
事
業　

補
助
対
象
経
費
が
５
万
円
以

上
で
、
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
将

来
的
に
収
益
を
得
な
が
ら
継
続
的
に
実
施

で
き
る
事
業

対
象
経
費　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
謝
礼
・
相
談

料
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
費
、
商
品
開

発
費
、
施
設
使
用
料
な
ど

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

補
助
限
度
額　
　

万
円

５０

そ
の
他　

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
お
か
や
ま
元
気
！
集
落
」支
援
事
業

　

県
が
行
う
「
お
か
や
ま
元
気
！
集
落
」

に
登
録
す
る
と
、
地
域
運
営
に
向
け
た
話

し
合
い
や
地
域
活
性
化
へ
の
取
組
な
ど
に

対
し
て
、
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
登
録

を
希
望
す
る
地
域
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域　

単
独
で
は
集
落
機
能
の
維
持

が
困
難
な
集
落
が
含
ま
れ
る
地
域
で
、
小

学
校
区
、
大
字
な
ど
の
広
域
的
な
地
域
運

営
に
よ
り
集
落
機
能
の
維
持
・
強
化
に
取

り
組
む
地
域

支
援
の
例

・
活
動
へ
の
人
的
支
援
・
活
性
化
に
向
け

た
事
業
な
ど
へ
の
補
助
金

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
合
政
策
課　

緯
演
６
１
４
３

夢夢
と
希
望
を
も
っ
て
人
と
地
域
が
元
気
な
ま
ち
を
創
る
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　新見駅西エリア整備事業は、新見公立大学
の完全４年制化に伴い増加する学生の住居な
どを、新見駅周辺に誘導・整備することによ
って、都市計画マスタープランで定めた、駅
周辺のまちづくりの主要テーマである「新見
市の表玄関としての顔づくり　にぎわい交流
地点の形成」を実現しようとするものです。
　今後、新見駅西側の用地を市が購入し、民
間活力による学生の居住施設（１００室程度）を
整備する計画です。
【問い合わせ先】総合政策課　緯演６１１４

「新見駅西エリア整備事業　都市拠点施設
整備実施方針（案）」を公表しました

新見駅西エリア整備事業 　

新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
、
組
織
体

制
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
組
織
の
一
部

を
再
編
し
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

　

地
域
防
災
力
や
庁
内
の
防
災
体
制
な
ど

を
強
化
し
て
い
く
た
め
、総
務
課
内
に「
危

機
管
理
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

政
策
立
案
の
強
化

　

人
口
減
少
対
策
、
新
見
市
版
地
域
共
生

社
会
の
構
築
、
大
学
と
の
連
携
な
ど
を
一

体
的
・
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
企
画
政
策
課
」
と
「
協
働
推
進
課
」
を
統

合
し
「
総
合
政
策
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

同
課
に
は
、
総
合
振
興
計
画
策
定
な
ど

の
政
策
業
務
を
担
う
「
企
画
政
策
係
」
市

民
と
の
協
働
推
進
、
結
婚
推
進
、
移
住
定

住
な
ど
の
業
務
を
担
う
「
協
働
推
進
係
」

大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

「
大
学
連
携
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

事
務
の
効
率
化

　

福
祉
課
内
の
「
高
齢
者
福
祉
係
」
を

「
社
会
福
祉
係
」
に
統
合
し
ま
し
た
。

そ
の
他

　
「
農
業
共
済
課
」
は
、
岡
山
県
農
業
共
済

組
合
に
業
務
を
承
継
し
た
た
め
廃
止
し
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
政
課　

緯
演
６
１
６
０

機
構
改
革 
市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
３
月　

日
を
も
ち
ま
し
て
新
見

３１

市
副
市
長
を
退
任
し
、
４
月
１
日
付
け
で
岡
山

県
に
復
帰
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
任
以
来
２
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力

の
も
と
、
池
田
市
長
を
支
え
、
今
日
ま
で
副
市

長
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
新
見
市
は
第
二
の
故
郷

で
あ
り
、
今
後
と
も
岡
山
県
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
微
力
な
が
ら
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
と
新
見
市
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
、
新
見
市
副

市
長
の
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
政
発
展
の
た

め
、「
第
２
次
総
合
振
興
計
画
」
お
よ
び
「
新
見

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、「
新
見
市
版
地
域

共
生
社
会
構
築
計
画
」
に
掲
げ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
池
田
市
長
を
支
え
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新しい副市長が就任しました
退
任
あ
い
さ
つ

前
副
市
長

 
木  
村 　
 
俊  
之 

き 

む
ら 

と
し 
ゆ
き

就
任
あ
い
さ
つ

副
市
長

 
大  
森 　
 
利  
弘 

お
お 
も
り 

と
し 
ひ
ろ
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平
成　

年
４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

３１

 
任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
～
２
年
間

３１ 行
政
相
談
委
員

 
清  
水 　
 
仁 
さ
ん
（
哲
西
町
大
野
部
）

し 

み
ず 

め
ぐ
み

奨学生の資格
　看護師養成学校などに在学し、卒業後、速やか
に市内の医療機関などに４年以上勤務する意思
のある看護学生。
　ただし、市長が認める場合は、学校などを
卒業後、市外の医療機関などに勤務（５年以
内）した後、市内の医療機関などに４年以上
勤務する場合も対象となります。
給 付 額　月額１０万円
給付期間　（上限）
・看護師資格取得　　４年
・准看護師資格取得　２年
募集定員　４人程度
受付期間　５月３１日晶まで
そ の 他
　申請方法など詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　市民課　緯演６１３０　俊演１４０７
　メール　chiiki-iryou@city.niimi.lg.jp

奨学生の資格
次の全てに該当する人
①高等学校卒業またはこれと同等以上の学力が
　あると認められ、介護福祉士を養成する学校な
　どに在籍する学生であること。
②卒業後、速やかに市内の介護保険事業所などに介
護福祉士として３年以上勤務する意思があること。

③新見市奨学金条例で定める奨学金を現に受け
　ていないこと。
給 付 額　月額５万円
給付期間　介護福祉士養成学校などが規定する
　　　　　正規の修業年限とし、４年を上限とする。
募集定員　４人程度
受付期間　５月３１日晶まで
そ の 他
　申請方法など詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　介護保険課　緯演３１４８　俊演１４０７
　メール　kaigohoken@city.niimi.lg.jp

看護学生奨学支援金奨学生 介護学生奨学支援金奨学生

 
森  
定 　
 
茂  
美 
さ
ん
（
大
佐
永
富
）

も
り 
さ
だ 

し
げ 

み

褒章 おめでとう　
　ございます

　山佐叙（高尾）に紺綬褒章が授与され
ました

　山佐叙は、平成３０年２月に市民の健康維持・増
進を図るために本市に寄付をされ、この度の受章
となりました。
　いただいた寄付金は「生き生き健康アップ支援
事業基金」として、市民の健康づくりに役立てる
ための事業に活用しています。

募集します
看護奨学生・介護奨学生

兼
献
献
験

券
献
献
鹸
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公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
に

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
で
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、

今
後
、
各
市
町
村
が
保
有
す
る
全
て
の
公

共
施
設
を
維
持
管
理
し
続
け
て
い
く
こ
と

は
、
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
引
き
続
き
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
共
施

設
の
管
理
方
針
な
ど
を
新
た
に
定
め
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
政
課　

緯
演
６
１
６
０

　

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
、
現
在
６

１
０
施
設
、
棟
数
１
１
０
０
棟
あ
り
、
総

延
床
面
積
は
約　

万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

３２

　

こ
れ
は
、
全
国
の
類
似
市
平
均
の
約

１
・
６
倍
に
あ
た
り
、
多
く
の
公
共
施
設

を
保
有
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

建
築
後　

年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
公

３０

共
施
設
の
延
床
面
積
は
、
全
施
設
の
約
４

割
を
占
め
て
お
り
、
今
後　

年
で
そ
の
割

１０

合
は
約
７
割
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
税
収
が
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
ほ
か
、
高
齢
化
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
今
後

の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
施
設
」「
進
ん
だ
老
朽

化
」「
厳
し
い
財
政
状
況
」
と
い
っ
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
有
建
物
の
整
備

時
期
や
延
床
面
積
、
財
政
状
況
な
ど
を
調

査
・
分
析
し
、
基
本
的
な
考
え
方
と
目
標

を
新
見
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
平
成　

年
３
月
策
定
）
に
お
い
て
設
定

２９

し
て
い
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え
方

　
「
量
」「
質
」「
コ
ス
ト
」
の
見
直
し
に

よ
り
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
目
標

　

公
共
施
設
の
延
床
面
積
を
今
後　

年
間

１０

で
６
・
５
％
削
減
（
今
後　

年
間
で　

・

５０

３２

４
％
削
減
）。

た
く
さ
ん
の
施
設

進
ん
だ
老
朽
化

厳
し
い
財
政
状
況

課
題
解
決
に
向
け
て

煙公共施設の最適化に向けた基本的な考え方
煙延床面積の削減目標：今後10年間で6.5％削減、今後50年間で32.4％削減

新見市公共施設等総合管理計画

煙施設機能などの調査・分析（配置状況、劣化状況、利用状況）
煙具体的な方針：総量の適正化、効率的な配置、予防保全や長寿命化、機能強化、　
　　　　　　　　費用の縮減

新見市公共施設機能再配置計画

たくさんの施設 進んだ老朽化 厳しい財政状況
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新
見
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の
機

能
、
配
置
状
況
、
利
用
状
況
、
建
物
の
劣

化
状
況
な
ど
を
調
査
・
分
析
し
た
上
で

「
量
」「
質
」「
コ
ス
ト
」
の
見
直
し
に
対

す
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
、
施
設
種
類

ご
と
の
見
直
し
方
針
を
示
し
た
「
新
見
市

公
共
施
設
機
能
再
配
置
計
画
」
を
平
成　
３１

年
３
月
に
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
計
画
で
定
め
た
施
設
種
類
ご
と

の
方
針
に
従
い
、
施
設
ご
と
に
別
途
具
体

的
な
計
画
を
定
め
ま
す
。

　

な
お
「
質
」「
コ
ス
ト
」
の
見
直
し
と

し
て
、
コ
ス
ト
の
縮
減
、
計
画
的
な
施
設

改
修
、
定
期
的
な
施
設
整
備
点
検
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
量
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
機
能
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
配
慮

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き

な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

イメージ
施設種類取組内容再配置方針

取組後取組前

消防施設、観光施設、学校、

幼児・児童施設、福祉施

設、庁舎

●大規模改修、建替えを

含めた適切な維持管理

と耐震化、バリアフリ

ー化などの施設整備を

図ります。

継　続

公民館（公民館分館を含

む）、スポーツ施設、その

他教育施設（給食調理場）

●集約化・複合化により
複数の施設を一つの施
設にまとめます。
●取組後に使用する施設
は「継続」とし、使用
しない施設は「廃止」
とします。

【集約化】
●用途が同じ複数の施設
を、一つの施設にまと
めます。《例：学校統合》

【複合化】
●用途が異なる施設を、
一つの施設にまとめま
す。《例：哲西支局（庁
舎、医療施設、認定こ
ども園、図書館）》

統　合
（集約化・
　 複合化）

集会所、産業系施設

●現在の用途のまま活用

することを前提に建物

を譲渡します。

●基本的には大規模改修、

建替え、施設整備を行

いません。

譲　渡

職員住宅

●他用途への転用、売却、

解体を図ります。

●基本的には大規模改修、

建替え、施設整備を行

いません。

●廃止時期は、施設の状

況や管理者・利用者の

　意見を踏まえ決定しま

　す。

廃　止

機
能
再
配
置
計
画

取
組
の
実
施
に
向
け
て

サービスの廃止

代替サービス
の提供

管理者

新見市

新見市
保有

民間民間

管理者

民間
保有

【集約化】

【複合化】
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児
童
手
当

　

中
学
校
修
了
前
（　

歳
に
達
し
た
日
以

１５

降
の
最
初
の
３
月　

日
）
ま
で
の
児
童
を

３１

養
育
す
る
保
護
者
に
支
給
し
ま
す
。
出
生

届
・
転
入
届
と
同
時
に
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額 
（
月
額
）

・
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

・
３
歳
～
小
学
生
（
第
１
・
２
子
）

　

１
万
円（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生　

１
万
円

・
特
例
給
付
（
所
得
制
限
限
度
額
超
）

　

５
千
円

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
月　

６
月
、　

月
、
２
月

１０

※
６
月
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
ま
た

は
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
家

庭
な
ど
で
、
児
童
を
監
護
、
ま
た
は
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
と
は　

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最

１８

　

初
の
３
月　

日
ま
で
の
人
（
障
が
い
の

３１

　

状
態
に
あ
る
場
合
に
は　

歳
未
満
）

２０

子
育
て
支
援
金
（
出
生
祝
金
）

 
出
産
時
に
お
い
て
、
市
内
に
住
所
の
あ
る

保
護
者
が
、
引
き
続
き
市
民
で
あ
る
場
合

に
支
給
し
ま
す
。

・
第
１
・
２
子
…
…
…
…
…
１
万
円

・
第
３
子
…
…
…
…
…
…
…
３
万
円

・
第
４
子
…
…
…
…
…
…
…
５
万
円

・
第
５
子
以
降
…
…
…
…
…　

万
円

１０

・
双
子
の
と
き
…
…
…
…
…
５
万
円
加
算

・
三
つ
子
以
上
の
と
き
…
…　

万
円
加
算

１０

申
請
期
限　

出
産
日
か
ら
１
年
以
内

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成

　

申
請
日
に
お
い
て
市
内
に
１
年
以
上
住

所
の
あ
る
保
護
者
が
、
満
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
が
使
用
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ま

た
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
場
合

に
、
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

助
成
額　

購
入
額
（
上
限
１
万
円
）

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
回

申
請
期
限　

購
入
日
か
ら
１
年
以
内

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
利
用
助
成

　

育
児
中
の
保
護
者
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
を
受
け
る
場
合
は
申
請
が

必
要
で
す
。

助
成
金
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
時
間

あ
た
り
５
０
０
円

助
成
制
限　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
月
あ

た
り　

時
間
以
内
（　

時
間
を
超
え
て
も

４０

４０

利
用
可
能
。
た
だ
し
超
過
時
間
分
は
助
成

対
象
外
）

も
も
っ
こ
カ
ー
ド

　

妊
娠
中
の
人
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
児
童
を
持
つ
家
庭
に
交
付
し
ま
す
。

カ
ー
ド
を
協
賛
店
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た　

都
道
府
県
で
利
用
で
き
る
全
国
共

４７

通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
新
カ
ー
ド
の
交
付

を
希
望
す
る
人
は
、
対
象
世
帯
が
確
認
で

き
る
証
明
書
（
児
童
の
健
康
保
険
証
、
母

子
健
康
手
帳
な
ど
）
を
お
持
ち
の
上
、
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
訪
問

　

中
学
校
就
学
前
児
童
の
養
育
が
困
難
な

家
庭
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
ヘ
ル
パ
ー

が
訪
問
し
家
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

　

中
学
校
修
了
前
（　

歳
に
達
し
た
日
以

１５

降
の
最
初
の
３
月　

日
）
ま
で
の
児
童
の

３１

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

〈
県
内
の
医
療
機
関
の
場
合
〉

　

健
康
保
険
証
と「
子
育
て
支
援
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
無
料

〈
県
外
の
医
療
機
関
の
場
合
〉

　

申
請
書
と
領
収
書
の
提
出
に
よ
り
給
付

※「
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
児
童
の
健
康

保
険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
原
則
１
割
と
な
り
ま
す
。

①　

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

１８と
り
親
家
庭
の
親
と
そ
の
児
童

②　

歳
未
満
の
父
母
の
い
な
い
児
童
と
そ

１８の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
い

な
い
人

　

子
育
て
支
援
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
「
受
給
資
格
者
証
」
は
、

元
号
が
変
わ
っ
た
後
も
そ
の
ま
ま
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成

　

未
熟
児
で
生
ま
れ
、
入
院
し
て
養
育
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
定
医
療
機

関
の
医
師
が
認
め
た
場
合
、
そ
の
医
療
費

の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
室

　

家
庭
児
童
相
談
員
や
母
子
・
父
子
自
立

支
援
員
が
、
子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
相

談
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
護
者
の
悩

み
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

こ
ど
も
課　

緯
演
６
１
１
５

マ
マ
パ
パ
必
見

マ
マ
パ
パ
必
見
！！

　

児
童
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
た
手
当
や
、子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
助
成
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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介
護
手
当

対
象
者 
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、要

介
護
４
、
５
ま
た
は
要
介
護
１
か
ら
３
で

重
度
認
知
症
と
認
定
さ
れ
た　

歳
以
上
の

６５

人
を
３
カ
月
以
上
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

※
重
度
認
知
症
の
症
状
例

　

徘
徊
や
失
禁
が
あ
る
、
大
声
・
奇
声
を

あ
げ
る
、
自
傷
行
為
な
ど
の
著
し
い
問
題

行
動
が
見
ら
れ
る
状
態

給
付
金
額　

月
額
１
万
円　

※
半
年
ご
と
に
介
護
の
状
況
を
確
認
の
上
、

給
付
し
ま
す
。

介
護
用
品
の
給
付

対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介
護
４
、
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る　

歳
以
上
の
人
を
在

６５

宅
介
護
し
て
い
る
人

給
付
品
目　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ

ン
プ
ー
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、

お
し
り
拭
き
、
口
腔
ケ
ア
用
品

給
付
限
度
額　

月
額
６
２
５
０
円

住
宅
改
修
の
助
成

　

高
齢
者
お
よ
び
重
度
身
体
障
が
い
者

（
児
）
が
暮
ら
す
住
宅
の
改
修
工
事
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
住
宅
改
修
費
給
付
事
業
と
の

併
用
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
の
相

談
・
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　
　

歳
以
上
で
要

６５

介
護
認
定
を
申
請
し
、
自
立
と
判
定
さ
れ

な
が
ら
も
、
生
活
支
援
を
要
す
る
人

給
付
用
具
②　

電
磁
調
理
器

対
象
者　
　

歳
以
上
で
心
身
機
能
の
低
下

６５

に
伴
い
、
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人

※
給
付
額
は
申
請
者
の
所
得
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
購
入
の
際
は
事
前
の
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
申
請

　

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
人
を
把

握
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
支
援
活
動
や

安
否
確
認
に
役
立
て
る
た
め
「
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
の
人
は
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
市
内
に
居
住
す
る
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
要
介
護
認
定
３
～
５
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
の
第
１
種

を
お
持
ち
の
人
（
心
臓
、
じ
ん
臓
機
能

障
害
の
み
で
該
当
す
る
人
は
除
く
）

・
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、
２
級

を
お
持
ち
の
人
で
単
身
世
帯
の
人

・
県
、
市
の
生
活
支
援
を
受
け
て
い
る
難

病
患
者

・
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
支
援
の
必
要
性

を
認
め
た
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課　

緯
演
６
１
２
５

　ファミリー・サポート・センターとは、保護者の急
用や病気などの時に、育児の援助を受けたい人と、育
児の援助を行う保育サポーターが有償で助け合う会
員組織です。事前に登録しておけば、いざという時に
安心です。
【問い合わせ先】　にいみ子育てカレッジ
　　　　　　　　緯演０６３４

ファミリー・サポート・センター
事務局がにいみ子育てカレッジ
（新見公立大学内）に移転しました

対
象
者

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た　
６５

歳
以
上
の
人
で
、
介
護
保
険
料
の
区
分

が
第
１
段
階
か
ら
第
５
段
階
ま
で
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
肢
体
不
自
由
障
害

１
級
、
２
級
を
お
持
ち
の
人
で
、
本
人

が
市
民
税
非
課
税
の
人

助
成
対
象　

手
す
り
の
取
付
、
床
段
差
の

解
消
、
滑
り
防
止
の
た
め
の
床
材
変
更
、

開
き
戸
か
ら
引
き
戸
へ
の
取
替
、
和
式
か

ら
洋
式
便
器
へ
の
取
替
な
ど

助
成
額　

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内
の
額

　
（
上
限　

万
３
０
０
０
円
）

３３

緊
急
通
報
機
能
の
利
用
登
録

　

急
病
な
ど
の
緊
急
時
に
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
た
協
力
員
に
、
告
知
放
送
機
器
を

使
っ
た
音
声
通
報
や
携
帯
電
話
へ
の
電
子

メ
ー
ル
の
送
信
に
よ
り
緊
急
事
態
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

・　

歳
以
上
の
人
の
い
る
世
帯

６５
・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
人
が
い
る
世
帯

費
用　

利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
電
子
メ

ー
ル
の
通
信
に
必
要
な
費
用
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付

給
付
用
具
①　

歩
行
支
援
用
具
、
入
浴
補

助
用
具
、
腰
掛
便
座

 

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

サポート内容
・保育所、認定こども園、幼稚園などの送迎
・保育所、認定こども園、幼稚園、小学校終業
　後や休みの時の保育
・学校行事や冠婚葬祭の時の保育
・産前・産後の手助けが欲しいときの保育
・その他子育てを手伝って欲しいとき
※保育所などからの発熱などによる呼び出しや
　病児の預かり、宿泊の預かりはできません
対象者　生後６カ月から小学生までの子どもを　
　　　養育している人（市内在住）
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危
険
な
空
家
の
解
体
・
撤
去
な
ど
を
支
援

し
ま
す

　

市
内
に
あ
る
、
倒
壊
な
ど
の
お
そ
れ
の

あ
る
空
家
の
解
体
・
撤
去
な
ど
を
行
う
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

前
に
着
手
さ
れ
た
場
合
は
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

　

補
助
対
象
空
家
に
つ
い
て
、
市
内
業
者

が
施
工
す
る
工
事
な
ど
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
事
業

・
解
体
・
撤
去
工
事

・
解
体
・
撤
去
工
事
に
伴
う
附
帯
工
事

　
（
門
扉
、
塀
、
立
木
な
ど
の
撤
去
な
ど
）

・
応
急
措
置
（
地
域
住
民
な
ど
に
危
害
を

　

及
ぼ
す
危
険
な
状
態
を
回
避
す
る
た
め

　

に
必
要
な
措
置
）

補
助
金
額

・
解
体
・
撤
去
工
事
な
ど
は
対
象
経
費
の

　

１
／
３
（
上
限　

万
円
）

５０

・
応
急
措
置
は
対
象
経
費
の　

／　
１０

１０

　
（
上
限　

万
円
）

５０

募
集
枠　

５
件

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　

昭
和　

年
５
月
末
以
前
に
建
て
ら
れ
た

５６

２
階
建
て
ま
で
の
住
宅
の
耐
震
診
断
費
、

補
強
計
画
作
成
費
、
耐
震
改
修
工
事
費
を

補
助
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
前
に
着
手
さ

れ
た
場
合
は
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
ま
た
は
補
強
計
画

作
成
に
対
す
る
補
助
金

・
延
べ
床
面
積
２
０
０ 
㎡ 
以
下
の
住
宅
の

　

場
合

　

耐
震
診
断
費
用
ま
た
は
補
強
計
画
作
成

費
用
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
費
７
万
円
の
う
ち

６
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

・
延
べ
床
面
積
２
０
０ 
㎡ 
超
～
３
０
０ 
㎡

　

以
下
の
住
宅
の
場
合

　

耐
震
診
断
費
用
ま
た
は
補
強
計
画
作
成

費
用
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
費
７
万
９
千
円
の

う
ち
６
万
８
千
円
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
枠　
　

件
１０

※
補
強
計
画
作
成
は
、
事
前
に
耐
震
診
断

の
実
施
が
必
要
で
す
。

※
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
作
成
は
、（
一
社
）

岡
山
県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
委
託
し
、

岡
山
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
木
造
住

宅
耐
震
診
断
員
が
行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補

助
金

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用

の
う
ち　

万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

５０

　

た
だ
し
補
助
金
は
耐
震
化
工
事
に
要
す

る
費
用
の
１
／
２
以
内
と
し
ま
す
。

募
集
枠　

３
件

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■中小企業大学校等研修事業補助金
見直し内容
　対象となる研修に、岡山県産業振興財団が中
小企業向けに実施する研修を追加します。
交付対象者
　中小企業大学校または岡山県産業振興財団が
中小企業を対象に行う研修を従業員に受講させ
た事業主
補助金額　受講料の１/２以内（上限１万８０００円）
■ＩＪＵターン就職奨励金
見直し内容
　２０歳以上４０歳以下としていた年齢制限をな
くします。また、学生などで住民票を異動して
いない場合でも、大学などへの在籍および市外
へ居住していたことの確認ができる場合は対象
となります。
交付対象者
・ＩＪＵターンして１年未満の人
・市内事業所に正社員として就職した人
・雇用開始日から５年以上転出しない意思を示した人

奨励金額
　１世帯当たり２０万円（同一世帯に交付対象者
が複数いる場合は２人目以降１人につき１０万円
を加算し、上限は５０万円）
■資格取得費支援補助金
見直し内容
　４０歳未満としていた年齢制限をなくします。
交付対象者
　対象資格の試験などを従業員に受験させ、そ
の経費を負担した事業者または対象資格の試験
などを受験し、その経費を負担した勤労者
補助金額
・対象経費が１０万円以上の場合
　対象経費の１／２以内（上限１０万円）
・対象経費が５万円以上１０万円未満の場合
　一律５万円
・対象経費が５万円未満の場合
　対象経費の全額
【問い合わせ先】
　商工観光課　緯演６１３７

　市では、現在実施している補助制度をよりご利用いただきやすくするため、制度を一部見直しま
した。ぜひご活用ください。　

補助制度を見直しました

ご
相
談
く
だ
さ
い 
家
屋
の
こ
と
【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課　

緯
演
６
１
１
８
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石原　詢子 大月　みやこ 香西　かおり パク・ジュニョン 増位山　太志郎

　市では、まなび広場にいみ開館２０周年を記念しＮＨＫ岡山放送局と共催で「新・ＢＳ日本のうた」公開
録画を実施します。この番組では、素晴らしい名曲の数々を、豪華な出演者がたっぷりとお届けします。
観覧ご希望の人は、次の要領でお申し込みください。

申込方法
　入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２人入
場可能）が必要です。郵便往復はがき（私製は除
く）に必要事項を記入して、お申し込みください。
（記入例をご参照ください）
※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選・落選の結
果を５月９日昭頃に発送する予定です。

※当選はお１人様１通に限らせていただきます。
※記入に不備があった場合は無効となりますの　
でご注意ください。

※インターネットなどでの入場整理券の売買は固
くお断りします。なお、売買を目的としたお申
し込みであると判断した場合、
抽選対象外とさせていただきま
す。また、売買が確認された場
合は入場をお断りします。

※応募の際にいただいた情報は、
抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫ
では受信料のお願いに使用させ
ていただくことがあります。

申し込み先　〒７１８－８５０１
　新見市教育委員会「新・ＢＳ日本のうた」係

申込締切　４月２５日昭必着
【問い合わせ先】
・生涯学習課　緯演６１１０
　（土日祝を除く８時３０分～１７時１５分）
　ホームページ
　https://www.city.niimi.okayama.jp/
・ＮＨＫ岡山放送局　緯０８６-２１４-４７１４
　（土日祝を除く１０時～１８時）
　ホームページ
　http://www.nhk.or.jp/okayama/

まなび広場にいみ
開館20周年記念

申し込みはがき記入例

ほか（五十音順）
司会　小松　宏司アナウンサー

往信おもて

新
見
市
教
育
委
員
会

申
込
者
の

　
①
郵
便
番
号

　
②
住
所

　
③
名
前

※
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼
付
、修
正
液
の

　
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

「
新
・
B
S
日
本
の
う
た
」係

申
込
者
の

　
①
郵
便
番
号

　
②
住
所

　
③
名
前

　
④
電
話
番
号

７ １ ８ ８５０１

返信うら 返信おもて 往信うら

62円 62円

※

必
ず
62
円
の
は
が
き
を

　
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

必
ず
62
円
の
は
が
き
を

　
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

観覧者募集！！

5 月 23 日 （ 木 ） 
 １８時４０分〜２０時４０   分 

（ １８時開場） 

まなび広場にいみ　大ホール
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新
見
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
被

保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
は
特
定
健
康
診
査
の

検
査
項
目
に
腹
部
超
音
波
検
査
、
肺
、
胃
、

大
腸
が
ん
検
診
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。自
己
負
担
額
が
健
診
費
用
の
３
割

で
受
け
ら
れ
る
と
て
も
お
得
な
健
診
で
す

の
で
、
対
象
の
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
や
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
、
放
置
す
る
と
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
。
年
に
１
回
は
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
査
を
受
け
て
、
が

ん
や
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、
必

要
な
治
療
や
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

昨
年
度
か
ら
の
変
更
点

①
受
診
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
各
医

療
機
関
が
申
込
先
に
な
り
ま
し
た
。

②
申
込
期
間
を
１
カ
月
間
延
長
し
、
５
月

　

日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

３１
③
倉
敷
平
成
病
院
は
短
期
ド
ッ
ク
の
受
診

人
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
申
込
書
を

先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
締
切
後
に
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
改
め
て
他
の
医
療
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
婦
人
科
検
診
を
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸

が
ん
検
診
に
分
け
ま
し
た
。

対
象
者

　
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
３
月　

日
生
ま

４０

５５

３１

で
）
の
市
国
保
被
保
険
者
、
新
見
市
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

の
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
人
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

５
月　

日
晶
ま
で

３１

申
込
先　

市
人
間
ド
ッ
ク
実
施
医
療
機
関

の
う
ち
、
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関

（
表
１
参
照
）

申
込
方
法　

左
ペ
ー
ジ
の
「
人
間
ド
ッ
ク

申
込
書
」
に
ご
記
入
の
上
、
受
診
希
望
医

療
機
関
宛
て
に
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
申
込
書
の
予
備
は
、
各
医
療
機
関
、

市
民
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

実
施
期
間　

６
月
１
日
松
～
２
０
２
０
年

　
　
　
　
　

１
月　

日
晶

３１

注
意
事
項

※
受
診
日
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
検
査
項
目
を
複
数
の
人
間
ド
ッ
ク
医

療
機
関
で
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
が
助
成
す
る
個
別
検
診
、
集
団
検
診

と
同
じ
検
査
項
目
を
重
複
し
て
受
診
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
診
日
時
点
で
対
象
者
で
な
い
場
合
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
民
課　

緯
演
６
１
２
３

表１　申込先
申込宛名医療機関

〒718-0011　新見市新見827-1
　新見中央病院新見中央病院

〒718-0003　新見市高尾793-6
　長谷川紀念病院長谷川紀念病院

〒718-0003　新見市高尾2278-1
　渡辺病院　健診センター渡辺病院

〒710-0826　倉敷市老松町4-3-38
　倉敷平成病院　平成脳ドックセンター倉敷平成病院

表２　検査内容・自己負担額
自己負担額検査内容

無料
４１歳
（昭和５３年４月２日～
 昭和５４年４月１日生）

血液検査、尿・便検査、
胸・胃のレントゲン検査、
腹部超音波検査、
眼底検査、心電図など

短
期
ド
ッ
ク

基
本
コ
ー
ス

8,424円上記以外

３,２４０円胃内視鏡検査

６,４８０円MRI（脳の断層写真）等
脳
ド
ッ
ク

１,２１５円
乳がん検診
（視触診、マンモグラフフィー
　 検査）

追
加
コ
ー
ス

８９１円子宮頸がん検診（内診、細胞診）

６４８円前立腺検査（血液検査）

申込書への被保険者番号の記入について
（国民健康保険被保険者証）

（後期高齢者医療被保険者証）

後期高齢者医療の被保険者番
号はこちらの番号を記入して
ください

国民健康保険の
被保険者番号は
こちらの番号を
記入してくださ
い

※消費税率が変更しても、自己負担額は変わりません。

人
間
ド 
ッ 
ク
の
申
込
み
ス
タ
ー
ト ！



孜

孜
孜

孜

孜
孜

人間 ドック申込書（新見中央病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月
新見中央病院医療機関など 

 検査項目 第１希望

月胃レントゲン

閣短 期ドック

基
本
コ
ー
ス

第２希望口から・鼻から胃カメラ

月胃検査不要

第３希望
前立腺検査

追
加
コ
ー
ス 月
①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。
②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ（口から・鼻から）・胃検査不要
のいずれかに○をつけてください。
③受診希望月をご記入ください。

人間 ドック申込書（長谷川紀念病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月
長谷川紀念病院

医療機関など
 

 検査項目 第３希望第２希望第１希望

月月月

脳 ド ッ ク

基
本
コ
ー
ス
①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
②受診希望月をご記入ください。

人間 ドック申込書（倉敷平成病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

備　考倉敷平成病院医療機関など 
 検査項目

希望月
（　）月頃

胃レントゲン

閣短 期ド ック

基
本
コ
ー
ス

胃 カ メ ラ

胃検査不要

乳が ん 検診追
加
コ
ー
ス

子宮頸がん検診

前 立 腺検査

脳 ド ッ ク

①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。追加コースを希望する場合は、必ず
基本コースに○を記入してください。

②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ・胃検査不要のいずれかに○をつ
けてください。

③お連れの方と同日に受診を希望される場合は、備考欄にご一緒の方のお名前を
記入していただき、ハガキではなく封筒に申込書（１人１枚必要）を一緒に同封
して郵送してください。

④後日、病院から日程調整票が送られ、受診日の調整を行います。

人間 ドック申込書（渡辺病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月渡辺病院医療機関など 
 検査項目

第１希望胃レントゲン

閣短 期ド ッ ク
基
本
コ
ー
ス

月

口から・鼻から胃 カ メ ラ

胃検査不要

第２希望脳 ド ッ ク

月乳 が ん 検 診追
加
コ
ー
ス

第３希望子宮頸がん検診

月前 立 腺 検 査

連絡事項

①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。追加コースを希望する場合は、必ず
基本コースのいずれかに○を記入してください。
②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ（口から・鼻から）・胃検査不要
のいずれかに○をつけてください。



孜

孜
孜

孜

孜

人間 ドック申込書（新見中央病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月
新見中央病院医療機関など 

 検査項目 第１希望

月胃レントゲン

閣短 期ドック

基
本
コ
ー
ス

第２希望口から・鼻から胃カメラ

月胃検査不要

第３希望
前立腺検査

追
加
コ
ー
ス 月
①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。
②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ（口から・鼻から）・胃検査不要
のいずれかに○をつけてください。

③受診希望月をご記入ください。

人間 ドック申込書（長谷川紀念病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月
長谷川紀念病院

医療機関など
 

 検査項目 第３希望第２希望第１希望

月月月

脳 ド ッ ク

基
本
コ
ー
ス
①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
②受診希望月をご記入ください。

人間 ドック申込書（渡辺病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

受診希望月渡辺病院医療機関など 
 検査項目

第１希望胃レントゲン

閣短 期ド ッ ク
基
本
コ
ー
ス

月

口から・鼻から胃 カ メ ラ

胃検査不要

第２希望脳 ド ッ ク

月乳 が ん 検 診追
加
コ
ー
ス

第３希望子宮頸がん検診

月前 立 腺 検 査

連絡事項

①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。追加コースを希望する場合は、必ず
基本コースのいずれかに○を記入してください。

②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ（口から・鼻から）・胃検査不要
のいずれかに○をつけてください。

人間 ドック申込書（倉敷平成病院用）
　２０１９年　　　　　月　　　　　　日申 込 日

国民健康保険　　・　　後期高齢者医療保険の種別
被保険者番号

　〒
　
　新見市

住　 　 所

ふ り が な

氏　 　 名

男　　・　　女性 別
大正・昭和　　 　　　年　 　　　　月　　　　　日生 年 月 日

　　　　　　　　　  
電 話 番 号
（よろしければ   
携 帯 番 号も）

備　考倉敷平成病院医療機関など 
 検査項目

希望月
（　）月頃

胃レントゲン

閣短 期ド ック

基
本
コ
ー
ス

胃 カ メ ラ

胃検査不要

乳が ん 検診追
加
コ
ー
ス

子宮頸がん検診

前 立 腺検査

脳 ド ッ ク

①希望する検査項目の欄に○を記入してください。
　※追加コースのみの申込みはできません。追加コースを希望する場合は、必ず
基本コースに○を記入してください。

②短期ドック希望者は胃レントゲン・胃カメラ・胃検査不要のいずれかに○をつ
けてください。

③お連れの方と同日に受診を希望される場合は、備考欄にご一緒の方のお名前を
記入していただき、ハガキではなく封筒に申込書（１人１枚必要）を一緒に同封
して郵送してください。

④後日、病院から日程調整票が送られ、受診日の調整を行います。

孜
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元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
で
新
見
市
出
身
の

講
師
と
一
緒
に
「
文
化
や
芸
術
の
力
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
９
日
掌

　
　
　
　

時　

分
～　

時

１３

３０

１５

場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み　

小
ホ
ー
ル

演
題　
「
私
た
ち
は
文
化
に
救
わ
れ
る
」

講
師　
 
名  
越 　

な 

ご
し

 
章  
浩  
氏

あ
き 
ひ
ろ

　
　
　

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
放
送
部
長　

　
　
　
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

対
象　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

定
員　

１
０
０
人
程
度

入
場
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
央
図
書
館　

緯
演
２
８
２
６

第30回鯉が窪湿原まつり
５/３（金・祝）１０：００～１４：３０
場所　きらめき広場・哲西周辺
　　　（哲西町矢田３６０４）
　道の駅「鯉が窪」近くのほ場では、牛による
代かきと太鼓や歌に合わせて苗を植える県重要
無形民俗文化財の「太鼓田植え」が披露され、
会場周辺では、特産品の販売、各種バザーなど
も行われます。
【問い合わせ先】
　鯉が窪湿原まつり実行委員会事務局
　（哲西支局内）緯押２１１３

まなびの森
　新見図書館
（中央図書館） 主催

「講演会」

大佐大井野清流・石楠花まつり
５/５（日・祝）１０：００～１４：００
場所　おおさ源流公園　水とのふれあいエリア
　　　（カヌー管理棟周辺）(大佐上刑部１８３４− １）
　御洞渓谷、赤松渓谷で、清流と若葉の中に自
生する華やかな石楠花が楽しめます。また会場
では、ヒメノ餅投げや子どもマス釣り大会が行
われます。
【問い合わせ先】
・大井野集落再編強化推進委員会
　緯殴３６７６（佐藤）、緯殴３６０９（髙下）
・お～さ源流公園を守る会　緯殴２７９８（松浦）
・大佐支局　緯殴２１１２

第28回春の縄文野焼き祭り
―生まれ来るいのちのあけぼの
　らせんとなって伸びてゆけ―

４/２８掌　９：００～１６：００ ※雨天時29日
場所　法曽陶芸館（猪風来美術館）前広場
　　　 （法曽６０９）
　世界最古級の土器文化『縄文』の豊かな精神
世界と造形美が今世界から注目されています。
　当日は皆さんの作った作品を縄文時代と同じ
ように縄文野焼きします。お馴染みの縄文土器
による煮炊きや勾玉作り、縄文土偶作りなどの
体験コーナーなどを企画。縄文野焼きの炎を囲
んで縄文スピリットを体感してみませんか。
【問い合わせ先】法曽陶芸館　緯煙２４４４

三室峡しゃくなげまつり
４/２８掌　１０：００～１５：００
場所　三室総合案内所（神郷油野３５１０− １）
　三室峡には１０００本以上のホンシャクナゲが
自生しており、毎年４月下旬から５月上旬にか
けて三室峡一面を彩ります。
　まつりでは、神郷神明社による備中神楽、宮
坂流社中による華やかな演舞、地元特産物の販
売など各種バザーが行われます。
※地元特産物の販売は４月２８日掌～５月６日
　（月・振休）まで
【問い合わせ先】
・三室観光組合　緯旺７１５８（松浦）
・神郷支局　緯往６１１１

がきた ！ 楽しいイベントに出かけよう ！
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応
募
資
格

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
警
察
、
選
挙
、

２０

税
務
に
直
接
関
係
の
な
い
人

調
査
の
内
容

　

調
査
区
地
図
の
作
成
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
な
ど

　

各
調
査
に
お
け
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

調
査
ご
と
に
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

そ
の
他

・
各
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
は
報
酬

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
調
査
場
所
は
、
原
則
と
し
て
居
住
地

周
辺
の
調
査
区
と
し
ま
す
が
、
事
情

に
よ
り
、
希
望
の
調
査
区
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
調
査
員
の
身
分
は
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
で
す
。
調
査
に
際
し
て
知
り
得

た
情
報
は
、
調
査
中
は
も
ち
ろ
ん
、

調
査
後
に
も
保
護
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。　

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
飼
い
犬
に
年
１

回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
予
防
注
射
は
、
動

物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
４
月
か
ら
５
月
の
間
、
市
内
を
巡

回
し
て
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

飼
い
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
通

　

公
共
下
水
道
区
域
外
で
下
水
道
や
浄

化
槽
を
利
用
す
る
世
帯
の
使
用
料
は
、

住
民
登
録
さ
れ
た
世
帯
人
数
な
ど
に
よ

り
算
定
し
ま
す
。
年
度
途
中
に
転
入
、

転
出
な
ど
で
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
施
設
入
所
な
ど
に
よ
り
、
実

際
に
居
住
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
減
員

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
水

道
課
ま
た
は
各
支
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
主
な
調
査
と
し
て
「
２
０

２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
「
２
０
１

９
年
全
国
消
費
実
態
調
査
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
で
は
世
帯
や
事
業
所
に
対
し

て
、
調
査
票
の
配
布
や
回
収
を
行
っ
て

い
た
だ
く
調
査
員
候
補
者
を
募
集
し
ま

す
。 プ

ラ
ザ

情
報

下
水
道
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

下
水
道
課 　

緯
演
６
１
３
８

調
査
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

総
合
政
策
課　

緯
演
６
１
１
４

知
書
と
日
程
表
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
会
場
で
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
注
射
当
日
は
通

知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬

の
登
録
が
で
き
て
い
な
い
人
は
、
会
場

で
登
録
と
予
防
注
射
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

巡
回
日
程
は
、　

ペ
ー
ジ
の
行
事
予

３４

定
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

生
後　

日
以
上
の
犬

９１

注
射
等
費
用　

３
０
５
０
円

新
規
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

注
意
事
項

・
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ

て
後
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
同
士
の
喧
嘩
、
逃
走
な
ど
の
事
故
に

つ
い
て
、
市
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
に
は
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
犬
の
体
調
が
悪
い
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
注
射
を
見
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
　

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制

１０
度
は
、
全
て
の
事
業
者
・
農
業
者
の
人

に
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
に
対
応
す
る
た
め
に

は
次
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
で
す
。

①
取
扱
商
品
の
軽
減
税
率
８
％
、
標
準

税
率　

％
の
判
断

１０

②
売
上
げ
や
仕
入
れ
（
経
費
）
に
軽
減

税
率
対
象
品
目
が
あ
る
場
合
は
、
税

率
ご
と
の
区
分
経
理
へ
の
対
応

　

こ
の
た
め
、
軽
減
税
率
制
度
の
理
解

を
深
め
、
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
次
の
日
程
に
よ
り
軽
減
税
率
制
度

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

※
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。

・
４
月　

日
捷

２２

　

①　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

②　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

・
５
月　

日
昇
・　

日
昌

２１

２２

①　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

②　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

・
６
月　

日
捷
〜　

日
晶

１０

１４

　
　

時　

分
〜　

時

１５

３０

１７

・
６
月　

日
昭

２７

　

①　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

②　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

場
所　

新
見
税
務
署　

２
階
会
議
室

※
事
業
者
・
農
業
者
以
外
の
人
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

※
混
雑
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
受
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
所

有
し
、
本
人
や
家
族
が
運
転
す
る
車
の

税
金
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

生
活
環
境
課　

緯
演
６
１
２
４

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
お
知
ら
せ

税
務
課　

緯
演
６
１
１
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

新
見
税
務
署　

緯
演
０
９
２
８
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住
所

・
所
在
、
地
番
、
地
目
お
よ
び
面
積

・
境
界
に
関
す
る
測
量
の
実
施
状
況

・
森
林
経
営
計
画
の
認
定
状
況

・
地
図　

な
ど

●
林
地
台
帳
の
公
表

対
象
者

　

制
限
な
し
（
閲
覧
、
写
し
の
交
付
を

申
請
し
た
人
）

対
象
森
林
の
範
囲

　

制
限
な
し
（
申
請
の
あ
っ
た
範
囲
）

対
象
と
す
る
項
目

　

所
有
者
の
氏
名
、
名
称
お
よ
び
住
所

を
除
い
た
項
目

必
要
書
類

・
林
地
台
帳
（
閲
覧
、
写
し
の
交
付
）

申
請
書

・
本
人
ま
た
は
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類

●
林
地
台
帳
の
情
報
提
供

対
象
者

　

適
切
な
森
林
施
業
の
実
施
ま
た
は
施

業
の
集
約
化
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者対
象
森
林
の
範
囲

　

対
象
者
に
係
る
森
林
の
土
地
ま
た
は

隣
接
す
る
部
分

対
象
項
目

　

全
て
の
項
目

必
要
書
類

・
林
地
台
帳
情
報
提
供
依
頼
申
出
書

・
申
出
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類

・
本
人
ま
た
は
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類

　

昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
は
、
市
役

所
か
ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
４
月

　

日
捷
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１５
　

新
規
申
請
の
場
合
は
、
減
免
対
象
に

該
当
す
る
か
お
調
べ
し
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
は
１
人
に
つ
き
１
台
に

限
り
ま
す
の
で
、
普
通
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

林
地
台
帳
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
林
地
台
帳
の
公
表
が
義

３１務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
、
県
、
市
が
個
々
に
保
有
し
て
い

る
森
林
の
土
地
所
有
者
や
森
林
資
源
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
、
統
一
的
な
基
準

に
基
づ
き
林
地
台
帳
と
し
て
整
備
・
公
表

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
森
林
施
業
の
集

約
化
と
森
林
整
備
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

林
地
台
帳
の
閲
覧
、
写
し
の
交
付
、

情
報
提
供
お
よ
び
情
報
修
正
を
希
望
す

る
人
は
、
次
の
書
類
を
農
林
課
ま
た
は

各
支
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
森
林

　

市
内
民
有
林
の
ほ
ぼ
全
域

記
載
事
項

・
所
有
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び

●
林
地
台
帳
の
情
報
修
正

対
象
者

　

制
限
な
し

　

（
情
報
修
正
の
申
出
の
あ
っ
た
者
）

対
象
森
林
の
範
囲

　

対
象
者
に
係
る
森
林
の
土
地

対
象
と
す
る
項
目

・
登
記
簿
上
の
所
有
者

・
現
に
所
有
し
て
い
る
者
・
所
有
者
と

み
な
さ
れ
る
者

・
地
図
の
地
番

必
要
書
類

・
林
地
台
帳
ま
た
は
森
林
の
土
地
に
関

す
る
地
図
の
修
正
申
出
書

・
修
正
申
出
を
行
お
う
と
す
る
森
林
の

土
地
の
所
有
を
証
明
す
る
書
類
お
よ

び
修
正
事
項
を
証
明
す
る
書
類

・
本
人
ま
た
は
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類

そ
の
他

・
林
地
台
帳
お
よ
び
地
図
は
、
森
林
の

土
地
の
権
利
、
所
有
の
境
界
を
確
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
林
地
台
帳
お
よ
び
地
図
は
、
森
林
の

土
地
の
売
買
な
ど
に
係
る
証
明
資
料

と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
林
地
台
帳
お
よ
び
地
図
の
閲
覧
な
ど

に
よ
り
得
た
情
報
は
申
請
書
に
記
載

し
た
利
用
目
的
以
外
に
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

・
林
地
台
帳
お
よ
び
地
図
の
閲
覧
な
ど

に
よ
り
得
た
情
報
を
申
請
者
以
外
に

提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
林
地
台
帳
の
写
し
の
交
付
申
請
者
お

よ
び
情
報
提
供
に
は
、
発
行
手
数
料

と
し
て
１
枚
あ
た
り
３
０
０
円
必
要

で
す
。

　

「
春
の
み
ど
り
の
月
間
」
に
あ
わ
せ
、

５
月　

日
ま
で
「
緑
の
募
金
」
へ
の
募

３１

金
を
農
林
課
、
各
支
局
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
「
緑
の
募
金
」
は
、
地

域
の
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
で
の
緑
化
活
動
を
計
画

さ
れ
て
い
る
場
合
は
農
林
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
必
要
な
苗
木
を
配
布
し

ま
す
。

　

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
動
物
追
い
払
い
用
花
火
を
配
付
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課

ま
た
は
各
支
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
煙
火
消
費
保
安
手
帳
と
印

　

鑑
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
市
内
で
農
業
を
営
む
人

②
煙
火
消
費
保
安
手
帳
を
所
持
す
る
人

配
付
本
数　

年
間
６
本
ま
で

林
地
台
帳
を
公
表
し
て
い
ま
す

農
林
課　

緯
演
６
１
３
４

有
害
鳥
獣
追
い
払
い
用
花
火
を

配
付
し
て
い
ま
す

農
林
課　

緯
演
６
１
３
５

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
課　

緯
演
６
１
３
５
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ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料

　
　

分
以
内
５
０
０
０
円
（
税
別
）

４０
※
市
内
在
住
の
人
に
、
初
回
無
料
券

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
を
交
付
し

ま
す
。
無
料
券
の
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

岡
山
弁
護
士
会
（
緯
０
８
６
‐
２
３

４
‐
５
８
８
８
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
予
約
受
付
時
間
は
、
９
時
〜　

時
１７

（
平
日
の
み
）
で
す
。

日
時

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）　

時　

分
〜　

時　

分
で
予
約

１３

１０

１６

２０

時
に
指
定
さ
れ
た
時
間

場
所

　

市
役
所
南
庁
舎　

１
階
会
議
室
１
Ａ

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
〜
７
日
）
行

事
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
・
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
、
家
屋
、

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、

人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、
登
記

な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
申

　

新
見
市
を
含
む
中
国
地
域
に
生
息
す

る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
「
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
個
体
群
」
と
さ
れ
、
保
護

の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
生
息
数
は
回
復
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
近
年
、
人
里
へ
の
出
没

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情

報
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
山
に
入

る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出

る
も
の
を
身
に
つ
け
る
よ
う
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
が

特
に
盛
ん
に
な
る
早
朝
や
夕
方
は
で
き

る
だ
け
山
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
や
野
菜
く
ず
な
ど
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
適
正
な
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
弁
護
士
会
が
運
営
す
る
新
見
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
弁
護
士
が
さ

し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

　

５
月
８
日
昌

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

場
所

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新
見
支
部

会
議
室
（
新
見
１
２
２
２
）

担
当

　

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法
務
局

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
や

社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
協
力
い
た

だ
く
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
時

　

５
月　

日
松
〜　

月　

日
松
の
間
の

１８

１０

２６

　

土
曜
日
・
全　

回
１８

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
０
０
０
円

　

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

申
込
期
限　

４
月　

日
晶

２６

　

屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
、
法
律
や

条
例
な
ど
で
一
定
の
義
務
や
規
制
が
あ

り
、
許
可
が
必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
と
は

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
、

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
目
的
を
問
い
ま
せ
ん
。

　

ポ
ー
ル
サ
イ
ン
、
建
物
の
壁
面
・
屋

上
広
告
、
突
出
広
告
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
自
己
の
土
地
・
建
物
内
で
も
掲
出
で

き
な
い
も
の
や
許
可
の
必
要
な
も
の
、

大
き
さ
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産

し
た
際
、
出
産
前
後
一
定
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
、
当
該
期
間
は

保
険
料
納
付
済
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

出
産
日
が
平
成　

年
２
月
１
日
以
降

３１

の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

※
妊
娠　

日
以
上
の
出
産
（
死
産
、
流

８５

産
、
早
産
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
多
胎
妊

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

緯
０
８
６−

２
２
２−

６
７
７
１

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

総
務
課　

緯
演
６
２
０
４

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

受
講
生
募
集

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

緯
演
７
３
０
６

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
が
必
要
で
す
！

建
設
課　

緯
演
６
１
３
１

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

備
中
県
民
局
新
見
地
域
森
林
課

緯
演
９
１
６
９

農
林
課　
　
　

緯
演
６
１
３
５

年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

市
民
課　
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郭郭

　入居希望者は、４月１５日捷までにお申し込みください。なお、所

得など入居条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

　申込多数の場合は抽選となります。また、期限までに申し込みが

なかった場合は、随時募集とします。

【申し込み・問い合わせ先】　都市整備課　緯演６１１８

備考家賃
募集

戸数
間取り団地名

物置付

単身者不可

15,700〜

30,800円
13DK

石蟹団地

(石蟹284-2)

市営住宅
入居者募集

娠
の
場
合
は
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月

間
）

※
施
行
日
の
平
成　

年
４
月
１
日
を
ま

３１

た
ぐ
産
前
産
後
期
間
が
あ
る
場
合
、

対
象
と
な
る
の
は
施
行
日
以
降
の
第

１
号
被
保
険
者
期
間
で
す
。

※
す
で
に
納
付
済
の
保
険
料
が
あ
る
場

合
は
充
当
ま
た
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
出

可
能
で
す
。

必
要
書
類

・
母
子
健
康
手
帳
（
出
産
後
の
お
手
続

き
の
場
合
は
不
要
）

・
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の

・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険

２０
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
１
年
以
上
の
課
程
）
な
ど
に
在
学
す
る

　

歳
以
上
の
学
生
。
夜
間
・
定
時
制
課
程

２０や
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
原
本

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の

・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
平
成　

年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承

３０

認
さ
れ
、
本
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
さ
れ
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
届
い
た
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
提

出
す
る
こ
と
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

承
認
期
間

　

平
成　

年
４
月
か
ら
２
０
２
０
年
３

３１

月※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。　

年
以
内
で
あ
れ

１０

ば
「
追
納
制
度
」
を
利
用
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
高
梁
年
金
事
務
所

　

緯
０
８
６
６
蔚
０
５
７
０

・
市
民
課　

緯
演
６
１
２
３

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な
ど
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

平
成　

年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

３１

か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

　
 
・　

％
に
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

１０

２２

４０

６４

人
が
対
象
と
な
る
介
護
保
険
料
率
は
１

 
・ 　

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

７３
※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
人
は
平
成　
３１

　

年
４
月
分
か
ら
変
更

　

協
会
け
ん
ぽ　
 

検
索

　

よ
い
季
候
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
魚
釣

り
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ
る

と
、
電
気
を
通
し
感
電
を
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
カ
ー
ボ
ン
製
の
釣

り
竿
で
は
、
電
線
に
近
づ
け
た
だ
け
で

感
電
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
魚
釣
り

は
電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
国
電
力
叙

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

緯
０
１
２
０−

４
１
３−

８
２
６

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の
健
康
保

険
料
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

緯
０
８
６−

８
０
３−

５
７
８
０

釣
り
竿
で
の
感
電
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

中
国
電
力
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クアオルト毎週ウオーキング（４月・５月）

　専門ガイドの案内により、血圧や脈拍、体表

面温度を測定・調整しながら、無理なく、楽しく、

定期的に行うウオーキングで、生活習慣病や認

知症、メンタルヘルス、糖尿病、運動器症候群

の予防と対策に効果があるとされています。

　事前の予約は不要で、現地で実践指導者（専

門ガイド）がお待ちしています。

参 加 費　３００円
集合時間　９時（１１時３０分終了予定）
集合場所
　《新見富士コース》　まんさく運動公園入口

　《満  奇  洞コース》　ふれあいセンター満奇
服　　装　動きやすく、脱ぎ着しやすい服装

※大雨や気象警報発令の場合を除き雨天決行

【問い合わせ先】健康づくり課　緯演６１２９

実施日月コース

３日（水）

４月

新見富士コース

１０日（水）満奇洞コース

１８日（木）新見富士コース

２５日（木）満奇洞コース

８日（水）

５月

満奇洞コース

１６日（木）新見富士コース

２３日（木）満奇洞コース

今月の相談窓口
問い合わせ先予約相談会場・相談時間相談内容相談日

商工観光課　　 緯演６１３７要市役所ふれあい会館　１４：００〜２０：００岡山県よろず支援拠点による経営相談２日昇

社協　本所　　 緯演７３０６地域福祉センター　　９：００〜１２：００心配ごと相談３日昌

商工観光課　　 緯演６１３７市役所ふれあい会館　１０：３０〜１５：００消費生活相談４日昭

大佐支局　　　 緯殴２１１１おおさ総合センター　９：００〜１２：００人権・行政・登記・法律相談

５日晶 社協　大佐支所　 緯殴３１１９おおさ総合センター　９：００〜１２：００
心配ごと相談

社協　哲多支所　 緯横３１１１哲多総合センター　　９：３０〜１２：００

哲西支局　　　 緯押２１１１きらめき広場・哲西　９：００〜１２：００人権・行政・登記・法律相談
８日捷

社協　哲西支所　 緯押３３３３きらめき広場・哲西　９：００〜１２：００心配ごと相談

新見商工会議所 緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談１１日昭

生活環境課　　 緯演６１２２市役所ふれあい会館　１０：００〜１５：００交通事故相談１２日晶

商工観光課　　 緯演６１３７要市役所ふれあい会館　１４：００〜２０：００岡山県よろず支援拠点による経営相談１６日昇

総務課　　　　 緯演６２０４市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・家庭児童・母父子相談

１７日昌 社協　本所　　 緯演７３０６市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００心配ごと相談

社協　本所　　 緯演７３０６要市役所南庁舎　　　　１０：００〜１５：００法律相談

備北保健所新見支所 緯演５６９１要備北保健所新見支所　９：３０〜１１：３０心の健康相談１８日昭

新見商工会議所 緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談２５日昭

社協＝社会福祉協議会

　特殊詐欺の１つに「サイトの未納料金」など

の名目で、コンビニで電子マネーカードを購入

するように指示されるものがあります。

　これは、指示どおり電子マネーカードを購入

し、購入した電子マネーカードの裏面のスクラ

ッチを削って出てきた数字や記号番号などを電

話で犯人に伝えることにより、購入額面分のお

金を騙し取られるという手口です。

　電子マネーカードの番号は絶対に教えないで

ください。

【問い合わせ先】  新見警察署生活安全課  緯演０１１０

さあ 歩こう!さあ 歩こう!!!

「電子マネーカードを買って 
番号を教えて」は詐欺です！

新見警察署からのお知らせ

表 裏
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昨
年
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
「
お
か

や
ま
民
族
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
神
代
郷
土
民
謡
保
存
会
が
太
鼓

田
植
え
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

太
鼓
田
植
え
と
は
「
さ
げ
」
と
呼
ば
れ

る
男
衆
が
叩
く
太
鼓
と
唄
に
合
わ
せ
て

「
早
乙
女
」
が
田
植
え
を
行
う
も
の
で
す
。

始
ま
り
は
江
戸
時
代
中
期
で
、
田
の
神
を

祀
る
行
事
と
し
て
秋
の
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

か
つ
、
重
労
働
で
あ
る
農
作
業
を
少
し
で

も
軽
く
、
能
率
を
高
め
て
作
業
を
す
る
た

め
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
田
植
え
時

期
に
は　

日
間
程
、
１
日
約
千
首
の
唄
を

１５

歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

太
鼓
田
植
え
は
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
盛

ん
で
し
た
が
、
農
業
技
術
の
進
歩
や
機
械

化
に
よ
っ
て
次
第
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作

り
の
大
切
さ
、
こ
の
伝
統
的
な
文
化
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
昭
和　

年
４６

に
下
神
代
地
区
有
志
に
よ
る
「
神
代
郷
土

民
謡
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
時
は
地
元
の
個
人
の
水
田
で
、
太
鼓

は
地
元
の
農
家
に
あ
る
も
の
を
借
用
す
る

な
ど
再
現
に
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　
１１

年
か
ら
は
神
代
小
学
校
高
学
年
児
童
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
地
域
と
共
に
伝
承
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
平
成　

年
に
は

２０

哲
西
町
は
や
し
田
植
え
保
存
会
と
共
に
、岡

山
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
衣
装
や
田
植
え
の
様
子

な
ど
を
で
き
る
限
り
当
時
の
ま
ま
再
現
し

よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
鼓
田
植
え
が
始
ま
っ
た
頃
の
庶
民
の

生
活
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
…
。

　

日
本
の
地
理
的
位
置
の
も
つ
特
殊
性
か

ら
来
る
天
災
地
変
、
特
に
冷
害
・ 
旱  
害 
・

か
ん 
が
い

風
水
害
は
必
然
的
に
稲
を
主
体
と
す
る
す

べ
て
の
作
物
の
不
作
を
招
き
、
い
わ
ゆ
る

凶
作
に
見
舞
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
政
治
は
何
の
施
策
も
せ
ず
に

放
任
し
て
、
取
り
立
て
る
も
の
だ
け
取
り

立
て
た
。
そ
の
結
果
食
べ
物
が
な
く
て
飢

え
た
り
、
病
ん
だ
り
し
て
、
遂
に
は
生
命

を
失
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
者
も
多
か
っ
た
の
で

あ
る
。
あ
る
地
方
で
は
、
食
い
物
が
全
く

無
く
な
っ
て 
権  
座 
（
囲
炉
裏
の
周
り
の
主

ご
ん 

ざ

婦
の
座
る
場
所
）
の
む
し
ろ
を
細
か
く
刻

ん
で
煮
て
食
べ
た
ほ
ど
困
窮
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
「
神
郷
町
史
よ
り
」

　

生
き
て
い
く
だ
け
で
も
精
一
杯
だ
っ
た

時
代
、
少
し
で
も
明
る
く
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
地
域
で
寄
り
合
い
、
力
を
合
わ

せ
た
人
々
の
姿
を
復
活
さ
せ
、
多
く
の
人

に
体
感
し
て
も
ら
え
る
こ
の
活
動
が
、
後

世
ま
で
守
り
続
け
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
見
市
報
道
委
員

が
取
材
、
編
集
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

吋
吋
吋
吋
吋

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

角
川　
 
宣
行
（
新
見
）

難
波 　

美
帆
（
哲
西
町
矢
田
）

伊
勢
村 
美
佐
野
（
神
郷
下
神
代
）

今
田　
 
一
成
（
大
佐
田
治
部
）

木
下　
 
和
恵
（
下
熊
谷
）

高
瀬 　

智
司
（
長
屋
）

丸
山　
 
純
子
（
哲
多
町
本
郷
）

宮
﨑 　

桂
子
（
哲
多
町
本
郷
）

小
河 　

俊
文
（
市
議
会
議
員
）

谷
本　
 
隆
之
（
秘
書
広
報
課
長
）

まちやむらの

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
太
鼓
田
植
え
」

歌い継がれている「田植え歌」の一部

設立したころの保存会の皆さん

後楽園で太鼓田植えを披露する様子
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　新見公立短期大学に入学して、１年が経ちました。私は新見市に

来た時、本当に新しい土地で過ごしていけるのか、勉強は大丈夫だ

ろうかと不安でいっぱいでした。ですが、今は、違う学科にも友達

ができ、とても充実した毎日を送ることができています。

　新見に来て、私は、ほとんど毎日といっていいほど川や山、空をみ

て感動しています。新見は、自然が豊かで、とても心が安らぎます。

　また、日々の授業を頑張りながら、学外での活動にも取り組んで

います。新見地域に関するワークショップや、国際交流協会による

英語講座や中国語講座などに参加し、とてもいい刺激を受けました。

　そのほかにも、アルバイトをしたり、友達と食事に行ったり、ジ

ムに行くなどここに来たばかりの時の不安が嘘のように楽しい大学

生活を送っています。

　あと約１年間、新見で学生生活を送りますが、これからも学校で

の勉強も頑張りつつ、国際交流や地域活動などにも積極的に参加し

ていきたいと思います。

『新しいまちで』
新見公立短期大学　地域福祉学科　1年

 田  中 　 夢  穂 さん（福岡県北九州市出身）
た なか ゆめ ほ

N
iim
i University

　

結
婚
と
同
時
に
、
夫
の
職
場
の
あ
る
新
見
市
に
越
し
て

き
ま
し
た
。
新
見
市
は
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
ご
縁
の
あ

る
土
地
で
す
。
親
戚
が
以
前
市
内
で
医
業
を
営
ん
で
い
た

ほ
か
、
哲
西
町
矢
田
に
は
、
母
の
故
郷
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
、
懐
か
し
い
場
所
で

し
た
。

　

２
年
ほ
ど
前
に
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
割
合
を
増
や
し
、

現
在
薬
剤
師
と
二
足
の
わ
ら
じ
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ア

ロ
マ
の
お
仕
事
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
知
り
合
う

機
会
が
増
え
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
越
し

て
き
て
か
ら
驚
い
た
の
は
、
香
り
の
元
と
な
る
植
物
が
本

当
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
香
り
と
相
性
の

良
い
和
紙
、
木
工
、
て
ま
り
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝

統
的
手
仕
事
が
あ
り
、
そ
の
方
面
の
お
仕
事
の
方
達
と
も

ご
縁
が
繋
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

香
り
は
そ
の
起
源
を
薬
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
薬
剤
師

と
し
て
も
大
変
興
味
の
あ
る
分
野
で
あ
り
、
新
見
市
の
歴

史
的
な
香
り
の
使
用
法
に
つ

い
て
も
調
べ
ら
れ
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
た
り
、
出
展
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
見
か

け
た
ら
、
ど
う
ぞ
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
！

「新見の素晴らしい自然と香りをつなぐ」
白石　須万子さん　正田
薬剤師・アロマセラピスト
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北

か

ら

第　

通
１６９

南 か ら

見
市
か
ら
２
０
０
キ
ロ
ほ
ど
南
下
す
る
と
徳
島

市
が
あ
り
、
そ
の
南
の
端
に
我
が 
方
上 
町
が
あ
る
。

か
た
の
か
み

徳
島
動
物
園
が
方
上
町
に
移
転
す
る
の
に
引
き
ず
ら
れ
る

よ
う
に
２
０
０
１
年
３
月
に
方
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し

た
。
開
院
時
、
周
辺
は
田
ん
ぼ
と
畑
が
広
が
り
、
白
鷺
が

飛
ん
で
く
る
の
ど
か
な
風
景
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
、
新

築
の
住
宅
が
建
ち
並
ん
だ
。 

　

開
業
が
長
く
な
る
と
顔
な
じ
み
の
患
者
さ
ん
が
多
く
な

り
、
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
差
し
入
れ
て
く
れ
る
。
我
が

家
で
は
冬
は
鍋
物
が
多
い
が
、
何
日
も
続
く
と
さ
す
が
に

「
今
日
も
水
臭
い
鍋
か
」
と
小
言
を
言
っ
て
し
ま
う
。「
何

を
言
っ
て
い
る
の
、
具
材
に
は
全
部
名
前
が
付
い
と
ん
じ

ょ
」と
家
内
に
叱
ら
れ
る
。「
名
前
？
」「
Ｔ
さ
ん
の
白
菜
、Ｙ

さ
ん
の
大
根
、
Ｋ
さ
ん
の
水
菜
、
Ｉ
さ
ん
の
シ
イ
タ
ケ
、

Ｎ
さ
ん
が
山
で
射
っ
て
来
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
…
」「 
確
か

に
す
べ
て
に
固
有
名
詞
が
つ
い
て
い
る
」
と
感
心
す
る
。

子
ど
も
が
小
学
生
の
時
は
「
う
ち
は
患
者
さ
ん
が
お
ら
ん

　このコーナーでは、市内で文化やスポーツ
などの活動をしている団体を紹介します。掲
載を希望する皆さんからの応募をお待ちして
います。

応募は、秘書広報課緯演６１９０まで

みんなの広場

////

晴れ晴れのちのち晴れ 新晴れ　新見見はは今日今日もも青空い青空いっっぱい/ぱい / //

代表者　奈須 昭子さん
緯沿２１６８（げんき広場にいみ）
　毎年１１月に行われるげんき広場にいみのイベ
ント「げんきフェスタ」でのダンス発表会への
出場を目的に、平成２９年から活動しています。
　最初は、火曜日のダンスレッスンの参加者の
うち、発表会参加希望者を募って発足しました。
現在は、基本的に土曜日の夜に日を決めてみん
なで集まっています。
　１１月の本番に向けて、４～５月頃から曲を決
めたりして作品を作っていき、げんきフェスタ
本番が近くなったら毎週曜日を決めて本格的に
練習します。練習はげんき広場のスタジオの一
角を使っていますが、げんき広場のフィットネ
スご利用者ならばどなたでも参加できます。
　平成３０年は、神郷ふるさとまつりで踊らせて
もらったり、岡山県エアロビック連盟主催のチ
ームチャレンジ in OKAYAMAに出場したりし
ました。チームチャレンジでは、初出場でダン
スのビギナー部門で優勝することができました。
　懐かしい昭和の歌謡曲に合わせた初心者向け
のダンスなので、初めての方も大歓迎です。
　みんなが知っている曲で、一緒に楽しく踊り
ましょう！

まい　さーくるL nEet's j oyL nEet'sL nEet's
まい　さーくるまい　さーくる

jj ooyy

げんき広場にいみ　S－Girls

新

★

田中　正喜さん 希
徳島県徳島市（出身 神郷釜村）医師

か
っ
た
ら
ご
は
ん
も
食
べ
れ
ん
」

と
嘆
い
て
い
た
。 

　

住
め
ば
都
に
な
っ
た
方
上

だ
が
、
故
郷
を
忘
れ
た
訳

で
は
な
い
。
毎
年
、
墓
参
に
帰
っ

て
い
る
が
、
通
り
過
ぎ
る
町
ご
と
に
思
い

出
が
あ
る
。
医
学
生
、
勤
務
医
と
し
て
過
ご
し
た
大

学
病
院
周
辺
、
帰
省
ご
と
に
渡
っ
た
瀬
戸
内
海
、
岡

山
大
学
生
時
代
に
バ
イ
ト
に
走
り
回
っ
た
児
島
、
総
社
、

岡
山
市
内
周
辺
、
高
校
３
年
間
を
過
ご
し
た
倉
敷
市
内
。

新
見
イ
ン
タ
ー
あ
た
り
は
中
学
生
時
代
に
駅
伝
で
走
っ
た

コ
ー
ス
で
あ
る
。
中
２
で
は
優
勝
、
中
３
で
は
準
優
勝
、

両
方
と
も
区
間
賞
は
勝
ち
取
っ
た
。

　

朽
ち
果
て
た
我
が
生
家
に
到
着
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
釜

の
底
か
ら
狭
い
空
を
見
上
げ
る
。
墓
参
り
を
し
て
、
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
伯
母
さ
ん
の
所
に
寄
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
て
帰
途
に
つ
く
。
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　夢ひろば萬歳で、江戸時代から２７０年に渡って伝
承される奇祭「蛇神楽」の魅力を再発見するつどい
に合わせて「子じゃ隊」が発足しました。
　会場では、発案者で哲多町出身の吉尾夏紀氏、Ｎ
ＨＫアナウンサーの内藤雄介氏、国内外で日本の美
意識を活かした事業をプロデュースする安丸宗作
氏、各地の藁蛇神楽を研究する植田智子氏と地元住
民らが蛇神楽の魅力について熱く語り合いました。

　まなび広場にいみ小ホールで行われ、８０歳まで２０
本以上の歯を残す８０２０運動の表彰式や健康チャレン
ジポイント参加者のお楽しみ抽選会、健康づくり連
絡会の各部会から今年度の活動や今後の課題などに
ついての報告がありました。
　その後、太田病院の太田徹医師による糖尿病につ
いての講演会が行われたほか、大会の最後には参加
者全員でラジオ体操を行いました。

健康チャレンジポイント
参加で健康意識を向上

２２／２２４４

健康づくり推進大会

蛇神楽応援隊
「子じゃ（蛇）隊」を募集

２２／２２４４

蛇神楽の魅力再発見のつどい

　まなび広場にいみ小ホールで、地域福祉学科の学
生が授業で市内の生活文化を学んだ成果を発表しま
した。ステージでは、土下座まつりで披露したお囃
子の演奏や茣蓙舞、猿田彦命舞、大国主命舞などの
備中神楽を披露し、客席から大きな拍手が送られて
いました。
　また、会場には学科での取組の展示も行われ、学
生が内容についての説明を行いました。

学んだ文化を堂々と披露２２／１１６６
新見公立短期大学地域文化演習発表会

　まなび広場にいみ小ホールで、落語家の林家染二
さんが「愉快！痛快！理解！男女共同参画って何？」
と題し、講演と落語を行いました。
　講演では「関係性欲求」「親和」「自己」という言
葉を用い、男性、女性関係なく認め合うことが大切
と話しました。
　落語でも、認め合うことの大切さを口調や間、抑
揚、表情などで、面白おかしく伝えていました。

落語交えて
認め合いの心を学ぶ

２２／９９
男女共同参画セミナー
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　桃の節句に合わせ、各地でひな祭りが催されまし
た。「哲西きらめきひな祭り」では、三次人形や雛人
形を地域の皆さんが持ち寄り、会場を華やかに彩り
ました。「にいみひな祭り」では、御殿町センター周
辺などの民家や店舗に雛人形が飾られ、散策を楽し
みました。「岩山駅雛祭り」では「雛まつり列車」の
乗客や来場者らが、ウコン桜茶や甘酒のおもてなし
を受け、風情あるイベントを楽しみました。

　金田一耕助役の吉岡秀隆さんや磯川警部役の小市
慢太郎さんなどの出演者、スタッフなど約７０人が撮
影を行いました。八つ墓村は横溝正史さん原作の金
田一シリーズで９回の映像化を誇る人気ミステリー
作品です。満奇洞でのロケは今回で４回目。エキス
トラとして市民の人も参加し、市内では４日と１６日
に宇山洞でもロケが行われました。１０月にＮＨＫＢ
Ｓプレミアムで放送予定。

金田一耕助が再び満奇洞に３３／１１５５
NHKBSプレミアムドラマ「八つ墓村」ロケ

　移住交流支援センターを管理しているＮＰＯ法人
ｎｉｍｉｉが、よりよいにいみ暮らしの実現をめざ
し、参加者の主体的な交流の場となる会合を開催し
ました。初回は、経歴や移住してきた理由、新見で
の暮らしなど、参加した２９人全員が自己紹介を行い
ました。その後グループに分かれ、自由な話をする
中で情報提供やアドバイスなどが行われ大いに盛り
上がりました。

華やかに
桃の節句を祝う

２２ ／ ２３２３ 〜〜 ３３ ／ ３３
ひな祭り

にいみひな祭り 哲西きらめきひな祭り

岩山駅雛祭り

交流・サポート・生み出す
の三本柱で始動

３３／１１２２

暮らしの学校
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り
次
第
終
了
し
ま
す
。

「
森
の
マ
ル
シ
ェ　

に
い
み
」

in

　

木
の
お
金
で
お
買
い
物
を
す
る
マ
ル
シ
ェ

や
ひ
の
き
の
玉
の
プ
ー
ル
な
ど
、
木
の
お
も

ち
ゃ
で
と
こ
と
ん
あ
そ
ぼ
う
！

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
マ
ー
あ
つ
ま
れ
！
」

　

国
内
外
の
貴
重
な
約　

種
類
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー

７０

ム
で
遊
ぼ
う
!
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
大
人

も
楽
し
め
る
空
間
で
す
。

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

展
示
「
職
員
の
お
す
す
め
本
」

　

職
員
お
す
す
め
の
絵
本
・
児
童
書
を
展
示

し
ま
す
。

「
子
ど
も
映
画
会
」

　
「
こ
ろ
わ
ん
の
お
は
な
し
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上

映
し
ま
す
。

「
ミ
ニ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

場
所　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　

Ｗ
ｅ
東
城
店
の
佐
藤
友
則
さ
ん
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

「
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
不
要
と
な
っ
た
雑
誌
等

を
お
譲
り
し
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
と

い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

館
内
の
掲
示
物
、チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
館

２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
（
予
定
）

　

地
域
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
た

め
、
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
前
は
駐
車
で
き
ま

せ
ん
。
公
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

『
人
間
に
向
い
て
な
い
』 （
小
説
）

中
央
・
神
郷

黒
澤
い
づ
み
／
著

講
談
社
／
刊

　

一
夜
の
う
ち
に
人
間
を
異

形
の
姿
へ
と
変
貌
さ
せ
る
病 

「
異
形
性
変
異
症
候
群
」。 
あ
る

日
突
然
、
あ
な
た
の
子
ど
も
が

虫
に
な
っ
た
ら
…
。
そ
れ
で
も

子
ど
も
を
愛
せ
ま
す
か
？

『
妻
の
ト
リ
セ
ツ
』　
（
心
理
学
）

哲
西
・
神
郷

黒
川
伊
保
子
／
編
著

講
談
社
／
刊

　

ひ
と
こ
と
言
え
ば　

倍
返

１０

し
、
理
由
も
な
く
怒
り
出
す
な

ど
耐
え
難
い
妻
の
言
動
。
そ
ん

な
奥
さ
ん
が
怖
い
夫
た
ち
へ
?

理
不
尽
な
妻
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
。

『
お
し
い
れ
じ
い
さ
ん
』 （
絵
本
）

神
郷

尾
崎
玄
一
郎
、尾
崎
由
紀
奈
／
作

　

福
音
館
書
店
／
刊

　

あ
る
家
の
お
し
い
れ
に
、
魚

の
姿
を
し
た 
お
し
い
れ
じ
い

さ
ん
が
こ
っ
そ
り
住
ん
で
い
ま

す
。
人
間
が
眠
る
夜
に
な
る
と

起
き
出
し
て
、
お
し
い
れ
の
中

に
あ
る
道
具
や
お
も
ち
ゃ
で
遊

び
ま
す
。

『
右
手
に
ミ
ミ
ズ
ク
』 （
児
童
書
）

中
央
・
神
郷

蓼
内
明
子
／
作

n
a
k
a
b
a
n
／
絵

フ
レ
ー
ベ
ル
館
／
刊

　

お
れ
、
大
城
戸
丈
。
六
年
生

に
な
っ
た
今
で
も
、
右
と
左
が

わ
か
ら
な
い
。で
も
、転
校
生
の

北
沢
実
里
に
か
い
て
も
ら
っ
た

右
手
の
ミ
ミ
ズ
ク
が
、
お
れ
に

力
を
く
れ
た
ん
だ
。

今月の 本棚

図書館ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
休館日開館時間

４月２２日捷１０：００～２０：００中 央 緯演２８２６
月曜日

（祝日のときは翌日）
９：００～１９：００
土日祝１７：００閉館大 佐 緯殴２３０４

月曜日
（祝日のときは翌日）
月末の平日

１０：００～１８：００神 郷 緯往６１１０

土・日曜日、祝日９：００～１７：００哲 多 緯横２０１０
９：００～１９：００哲 西 緯押２１１０

祝日１０：００～１８：００学 術 緯演０６６４
中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷
＝神郷生涯学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター
図書コーナー、哲西＝哲西図書館、学術＝学術交流センター図書館

 
哲
西
図
書
館

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

おすすめ

４
月　

日
捷　
　

時　

分
～

１５

１０

３０

「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
映
画
会
」

　

幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
人
形
劇
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
か
ん
た
ん
工
作
な
ど
を

行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

「
と
し
ょ
か
ん
☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

対
象　

小
学
生
以
下

　

図
書
館
に
隠
れ
て
い
る
ク
イ
ズ
を
探
し
て

答
え
よ
う
！
全
て
の
ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

「
マ
ガ
ジ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

図
書
館
で
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
を
差

し
上
げ
ま
す
。
お
ひ
と
り
様　

冊
ま
で
で
す
。

１０

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
な
く
な

４
月　

日
松
～
４
月　

日
掌

２７

２８

４
月　

日
掌　
　

時
～　

時

２８

１１

１６

４
月　

日
松　
　

時
～

２０

１４

 
中
央
図
書
館 
（
ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館
）

４
月　

日
昇
～
５
月　

日
掌

２３

１２

４
月　

日
昇
～
５
月　

日
掌

２３

１２

こ
ど
も
読
書
週
間
行
事

５
月　

日
晶　
　

時
～

１０

１１

 
哲
多
図
書
館

４
月　

日
昌
～

１０
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 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽609番地（緯煙2444）
開館時間 諮9：30～17：00
休 館 日諮毎週月曜日（4/29(月・祝）は開館)

法曽陶芸館

●観覧料
　一般… 400円（350円） 　高校生… 200円（150円）
　（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は入館無料

企画展

新見美術館
新見市西方361番地（緯演7851）

会
期
▼
４
月　

日
松
～
５
月　

日
捷

１３

２７

ダ
ヤ
ン
、再
び
新
見
へ
！　

猫
の
ダ
ヤ
ン　

周
年

３５
−

ダ
ヤ
ン
と
不
思
議
な
劇
場−
池
田
あ
き
こ
原
画
展

開館時間諮9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日諮会期中無休

む
ら
か
み
よ
し
こ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展

「
は
じ
ま
り
の
い
の
ち
の
物
語
」

会
期
▼
５
月　

日
掌
ま
で

２６

　

「　

億
年
前
に
海
の
な
か
に
は
じ
め
て

４０

発
生
し
た
命
は
、
や
が
て
地
上
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
っ
た
。
母
な
る
大
地
の
女
神
は

の
び
や
か
に
身
を
横
た
え
て
い
る
。
彼
女

の
分
身
で
あ
る
た
く
さ
ん
の
命
た
ち
を
こ

の
星
に
送
り
出
す
た
め
に
。
彼
女
の
髪
は

豊
か
に
広
が
り
、
緑
の
草
原
や
木
々
の
繁

る
森
や
山
々
を
お
お
う
。
女
神
の
や
わ
ら

か
な
体
の
上
で
は
、
卵
の
中
の
命
た
ち
が

殻
を
破
り　

外
の
世
界
へ
飛
び
出
す
時
を

待
ち
な
が
ら　

夢
を
み
て
い
る
。
」

　

新
作
５
点
を
含
む
約　

点
を
展
示
。
ど

２６

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

草
木
の
葉
や
枝
を
大
き
い
鍋
で
ぐ
つ
ぐ

つ
煮
出
す
と
部
屋
中
に
独
特
の
匂
い
が
流

れ
出
す
。
黄
や
茶
の
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
溶

け
出
し
て
く
る
と
、
そ
っ
と
羊
の
毛
を
入

れ
静
か
に
煮
て
染
め
の
作
業
。
こ
れ
を
何

度
と
な
く
繰
り
返
し
、
季
節
を
め
ぐ
る
う

ち
に
多
彩
な
色
が
手
元
に
た
ま
っ
て
き
ま

す
。
１
年
が
か
り
で
羊
毛
を
草
木
で
染
色

し
糸
を
紡
ぎ
手
織
り
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

作
品
。
草
木
の
醸
し
出
す
色
た
ち
が
温
か

み
と
優
し
さ
を
も
っ
て
画
面
で
躍
動
す
る

多
様
な
形
の
命
を
彩
り
、
ひ
と
つ
の
世
界

を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

　

大
き
く
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
目
が
印
象
的
な

猫
の
ダ
ヤ
ン
は
、
不
思
議
の
国
「
わ
ち
ふ
ぃ

ー
る
ど
」
に
住
む
猫
。
い
つ
も
事
の
中
心
に

は
ダ
ヤ
ン
が
い
て
、
不
思
議
な
出
来
事
を
引

き
寄
せ
ま
す
。
主
人
公
ダ
ヤ
ン
を
中
心
に
個

性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
織
り
な
す

物
語
は
、
小
説
や
絵
本
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

グ
ッ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
さ
れ
、

２
０
１
８
年
に
誕
生　

年
を
迎
え
ま
し
た
。

３５

　

西
日
本
初
開
催
と
な
る
本
展
で
は
、
展
覧

会
の
た
め
に
描
き
下
ろ
し
た
新
作
原
画　

点
３０

や
ス
ケ
ッ
チ
を
は
じ
め
、
初
期
の
絵
本
作
品

や
歴
代
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
ダ
ヤ
ン
な
ど
１
４
０
余
点

を
展
示
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
よ
る
巨
大
な
ア
ー

ト
作
品
「
タ
シ
ル
の
お
祭
り
広
場
」、
革
を
使

っ
た
ジ
オ
ラ
マ
や
ギ
ニ
ョ
ー
ル
劇
場
、
ダ
ヤ

ン
が
と
び
ま
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
楽
し
さ
満
載
で
、
ダ
ヤ
ン
の
不

思
議
な
世
界
を
体
感
で
き
ま
す
。

４
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

■
池
田
あ
き
こ
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会

　

サ
イ
ン
会
は
各
回
限
定
１
０
０
名
を
予
定

　

４
月　

日
松　

ト
ー
ク　

時　

分
～

１３

１３

３０

　
　
　
　
　
　
　

サ
イ
ン
会　

時
～

１４

　

４
月　

日
掌　

ト
ー
ク　

時
～

１４

１１

　
　
　
　
　
　
　

サ
イ
ン
会　

時　

分
～

１１

３０

■
ダ
ヤ
ン
、
に
ー
み
ん　

夢
の
コ
ラ
ボ
実
現
！

　

要
観
覧
料
・
参
加
費
無
料

　

ダ
ヤ
ン
、に
ー
み
ん
と
い
っ
し
ょ
に「
Ｇ
Ｏ
！

　

Ｇ
Ｏ
！
に
ー
み
ん
」を
踊
ろ
う
！
＆
撮
影
会

　

４
月　

日
掌　

時
～　

時　

分

１４

１０

１０

３０

■
ギ
ニ
ョ
ー
ル
劇
場
（
ダ
ヤ
ン
の
人
形
劇
）

　

上
映
会　

要
観
覧
料
・
参
加
費
無
料

　

４
月　

日
松
、　

日
松　

各　

時
～
、　

時

２０

２７

１１

１４

■
猫
の
ダ
ヤ
ン
握
手
＆
撮
影
会

　

要
観
覧
料
・
参
加
費
無
料

　

４
月　

日
掌
、　

日
掌
、　

日（
月
・
祝
）

２１

２８

２９

　

各　

時
～
、　

時
～

１１

１４

池
田
あ
き
こ
《
劇
場
の
構
想
》　

2
0
1
8
年

●観覧料　（　）内は１５人以上の団体料金
一　般 ８００（７００）円　  大学生 ５００（４００）円
中高生 ３００（２５０）円　  小学生 ２００（１５０）円

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日・祝休日に限り観覧無料

「はじまりのいのちの物語」（部分）
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健診日程

●３〜４か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成３０年１２月生１４：００～１４：１５火４月１６日
●９〜１０か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成３０年６月生１２：４５～１３：００火４月１６日
●１歳６か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２９年９月１日
　　～１０月１５日生１３：００～１３：２０木４月１８日

●２歳６か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２８年９月生１３：００～１３：３０水４月１０日
●３歳児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２７年９月生１３：００～１３：３０木４月２５日
※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案
内します。
※育児相談、健康診査は、新見市で住民登録を行っている人の
み受けることができます。
※３～４か月児健康診査と９～１０か月児健康診査は同日開催
となります。

【問い合わせ先】　健康づくり課　緯演６１２９

健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診
なななななななななななどどどどどどどどどどど

24時間いつでも、健康、医療、
介護などの相談を看護師・
保健師・医師などの専門ス
タッフに無料で電話相談で
きますのでご利用ください。

■電話番号　電話番号はインターネット上
　　　　　　では公開しておりません。
■相談日時　年中無休（２４時間対応）
■対 象 者　市内に住所を有する人
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

　　　　　　　 ■電話番号
　 　　　　　 ＃８０００または
　 　　　　　 ０８６ー８０１ー００１８
　　　　　　 ■相談日時

煙平日１９：００～翌朝８：００
煙土曜、日曜、祝日および

　　　　　　　　 １２月２９日 ～翌年１月３日
　　　　　　　　 １８：００～翌朝８：００
■対 象 者
　県内にお住まいのおおむね１５歳以下の
　子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル

小児
救急医療
電話相談

かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
平成30年5月生まれのお子さんの写真を募集します。市役所、各支局の窓口またはメールで受け付けます。

掲載希望の人は秘書広報課（緯演６１９０）へお問い合わせください。（締切は4月15日捷）

 中  西 　 一  太 ちゃん
なか にし いっ た

（高尾/4.9生）
 渋  川 　 直  応 ちゃん
しぶ かわ な お

（哲西町上神代/4.13生）
 堀  山 　 優  和 ちゃん
ほり やま まさ かず

（高尾/4.26生）
 山  中 　 虹  輝 ちゃん
やま なか こう き

（西方/4.30生）

 三  羽 　 葵  子 ちゃん
みつ ば き こ

（千屋実/4.4生）
 原  田 　 己  立 ちゃん
はら だ こ だち

（西方/4.4生）
 後  藤 　 旭  樹 ちゃん
ご とう あさ き

（西方/4.6生）

今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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４月７日（日）
○新 新見市休日診療所（内） 緯演０３３４
○新 新見中央病院 緯演２１１０
○庄 瀬尾医院 緯０８４７７隠００２３
○真 落合病院（内） 緯０８６７液１１３３
○真 金田病院（外） 緯０８６７液１１９１
○真 杉山医院（内） 緯０８６７泳５０１２
○高 西医院 緯０８６６鰻２８２０

４月１４日（日）
○新 太田病院　　　　　　　　　　緯演０２１４
○庄 こぶしの里クリニック　　　　緯０８４７７隠５２５５
○真 勝山病院　　　　　　　　　　緯０８６７瑛３１６１
○真 吉弘クリニック（内）　　　　　緯０８６６液２７０４
○高 高梁整形外科医院　　　　　　緯０８６６鰻１５３１
○高 川上診療所　　　　　　　　　緯０８６６英４１８８

４月２１日（日）
○新 渡辺病院　　　　　　　　　　緯演２１２３
○庄 東城病院　　　　　　　　　　緯０８４７７隠２１５０
○真 金田病院　　　　　　　　　　緯０８６７液１１９１
○真 米田医院（内） 緯０８６７瑛２１３２
○高 大杉病院 緯０８６６鰻５１５５
○高 まつうらクリニック 緯０８６６泳２３１５

４月２８日（日）
○新 新見市休日診療所（内） 緯演０３３４
○新 長谷川紀念病院 緯演３１０５
○庄 瀬尾医院 緯０８４７７隠００２３
○真 湯原温泉病院 緯０８６７円２２２１
○真 廣惠医院（外） 緯０８６６液５０２０
○高 藤本診療所 緯０８６６鰻３７６０
○高 備中診療所 緯０８６６盈９００１

４月２９日（月）
○新 渡辺病院 緯演２１２３
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 勝山病院 緯０８６７瑛３１６１
○真 宮島医院（内） 緯０８６７瑛２４０３
○高 三村医院 緯０８６６浦９０１０

４月３０日（火）
○新 新見中央病院、太田病院、渡辺病院、長谷川紀念
病院は通常診療（詳しくは各病院へお問い合わ
せください。また、その他の医療機関について
は、各医療機関へお問い合わせください。）
○庄 三上クリニック 緯０８４７７隠１１５１
○真 近藤病院 緯０８６７瑛２６７１
○真 本山医院（内） 緯０８６７液１５５１
○高 成羽病院 緯０８６６泳３１１１

５月１日（水）
○新 新見中央病院、太田病院、渡辺病院、長谷川紀念
病院は通常診療（詳しくは各病院へお問い合わ
せください。また、その他の医療機関については、
各医療機関へお問い合わせください。）
○庄 休日当番医はありません。（急患の場合は、各医
療機関へお問い合わせください。）
○真 落合病院（内） 緯０８６７液１１３３
○真 金田病院（外） 緯０８６７液１１９１
○真 はら内科クリニック（内） 緯０８６７盈７８８５
○高 池田医院 緯０８６６鰻２２４４
○高 野村医院 緯０８６６浦０００３

５月２日（木）
○新 新見中央病院、太田病院、渡辺病院、長谷川紀念
病院は通常診療（詳しくは各病院へお問い合わ
せください。また、その他の医療機関については、
各医療機関へお問い合わせください。）
○庄 こぶしの里クリニック 緯０８４７７隠５２５５
○真 近藤病院 緯０８６７瑛２６７１
○真 河本医院（内） 緯０８６７駅２１２１
○高 高梁中央病院 緯０８６６鰻３６３６

５月３日（金）
○新 新見市休日診療所（内） 緯演０３３４
○新 長谷川紀念病院 緯演３１０５
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 金田病院 緯０８６７液１１９１
○真 しんまち診療所（内） 緯０８６７瑛１２２０
○高 藤本診療所 緯０８６６鰻３７６０
○高 野村医院 緯０８６６浦０００３

５月４日（土）
○新 太田病院 緯演０２１４
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 湯原温泉病院 緯０８６７円２２２１
○真 牧原医院（外） 緯０８６６液２４６９
○高 仲田医院 緯０８６６鰻０５１１

５月５日（日）
○新 新見市休日診療所（内） 緯演０３３４
○新 新見中央病院 緯演２１１０
○庄 東城病院 緯０８４７７隠２１５０
○真 中山病院 緯０８６７泳０３７１
○真 片岡医院（内） 緯０８６７円３４００
○高 池田医院 緯０８６６鰻２２４４
○高 まつうらクリニック 緯０８６６泳２３１５

５月６日（月）
○新 渡辺病院 緯演２１２３
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 勝山病院 緯０８６７瑛３１６１
○真 まにわ整形外科（外） 緯０８６７泳７３００
○高 仲田医院 緯０８６６鰻０５１１

休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日
診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療

診療時間はいずれも９時から１７時までです。

【担当医療機関(当番医)】

○新 ＝新見市　○真 ＝真庭市
○高 ＝高梁市　○庄 ＝庄原市

○体の調子が思わしくない時は、症状が重くなる前に早めの受診を心がけましょう。 
 ○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通常の診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】　市民課　緯演６１３０
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土（SAT）金（FRI）木（THU）水（WED）

６５
煙おおさ総合センター
煙大佐支局緯殴２１１１
心配ごと相談煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙社協大佐支所緯殴３１１９
煙９：３０～１２：００
煙哲多総合センター
煙社協哲多支所緯横３１１１

４消費生活相談
煙１０：３０～１５：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７
「流域高校生絵画展」
優秀作品展（ ４ 月１４日まで）
煙１０：００～１７：００
煙まなび広場にいみ  ギャラリー
煙生涯学習課緯演６１１０

３
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙地域福祉センター
煙社協本所緯演７３０６
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙健康づくり課緯演６１２９

１３１２
交通事故相談
煙１０：００～１５：００
煙ふれあい会館
煙生活環境課緯演６１２２
狂犬病予防注射
煙１０：００～１１：３０
煙哲多
煙生活環境課緯演６１２４

１１１０
煙９：００（開始）
煙健康づくり課緯演６１２９
狂犬病予防注射
煙１０：００～１１：４０
煙大佐
煙生活環境課緯演６１２４
岡山県統一ノーレジ袋デー
煙参加各店舗（５３店舗）
煙生活環境課緯演６１２４

２０
こども読書週間行事
こどもお楽しみ会・映画会
煙１４：００～１５：３０
煙まなびの森新見図書館
煙まなびの森新見図書館
　（中央図書館）緯演２８２６

１９
狂犬病予防注射
煙１０：００～１２：１５
煙千屋・坂本・上市・西方
煙生活環境課緯演６１２４

１８
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙健康づくり課緯演６１２９

１７
煙南庁舎煙総務課緯演６２０４
心配ごと相談煙９：００～１２：００
煙南庁舎煙社協本所緯演７３０６
法律相談（要予約）
煙１０：００～１５：００煙南庁舎
煙社協本所緯演７３０６
狂犬病予防注射
煙１０：００～１２：０５煙神郷・足立
煙生活環境課緯演６１２４

２７
煙まなびの森新見図書館
煙まなびの森新見図書館
　（中央図書館）緯演２８２６

２６２５
煙９：００（開始）
煙健康づくり課緯演６１２９

２４狂犬病予防注射
煙１０：００～１２：３０
煙長屋・井倉・法曽・草間
煙生活環境課緯演６１２４

４ みどりの日３ 憲法記念日
鯉が窪湿原まつり
煙１０：００～１４：３０
煙きらめき広場・哲西周辺
煙哲西支局緯押２１１３

２ 国民の休日５／１

１１
こども読書週間行事
こどもお楽しみ会
煙１４：００～１５：００
煙まなびの森新見図書館
煙まなびの森新見図書館
　（中央図書館）緯演２８２６

１０
人権・行政相談
煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙大佐支局緯殴２１１１
狂犬病予防注射
煙１０：００～１２：００煙神郷・足立
煙生活環境課緯演６１２４

９
消費生活相談
煙１０：３０～１５：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

※クアオルト健康ウオーキング =新見富士コース、まんさく運動公園
　　　　　　　　　　　　　　 =満奇洞コース、ふれあいセンター満奇

行事予定＆カレンダー ４月

人権・行政・登記・家庭児童・
母父子相談煙９：００～１２：００

クアオルト
健康ウオーキング 

人権・行政・登記・法律
相談煙９：００～１２：００

天皇の
即位の日

８
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙哲多総合センター
煙哲多支局緯横２１１１
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙健康づくり課緯演６１２９
狂犬病予防注射
煙１０：００～１１：２５煙大佐
煙生活環境課緯演６１２４

マガジンリサイクル
（４月２８日まで）

クアオルト
健康ウオーキング 
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見
の
み
な
さ
ん
、
再
び
こ
ん
に
ち

は
。
私
は
ト
ゥ
ル
ー
マ
ン
で
す
。

　

新
見
に
住
ん
で
２
年
目
で
、
市
報
の
こ

の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
の
は
３
回
目
で

す
。 

　

新
見
の
春
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
私
は
桜

の
花
を
見
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
非
常
に
穏
や
か

だ
っ
た
の
で
、
今
年
の
桜
は
早
く
咲
き
始

め
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
お
見
逃
し
の
な

い
よ
う
に
！
こ
こ
新
見
は
、
季
節
の
変
化

が
見
ら
れ
、
い
つ
も
美
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
新
見
の
大
好
き
な
場
所
の
ひ
と
つ

に
城
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。
城
山
公
園
の

頂
上
か
ら
は
、
息
を
の
む
よ
う
な
眺
め
が

広
が
り
、
春
夏
秋
冬
の
違
っ
た
景
色
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

１
年
の
中
で
最
も
気
候
が
よ
い
の
で
、

私
は
春
が
好
き
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

私
の
故
郷
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
サ

ン
タ
ク
ル
ス
を
少
し
思
い
出
さ
せ
ま

す
。 
故
郷
と
い
え
ば
、
私
が
住
ん
で
い

る
地
方
の
ス
ラ
ン
グ
英
語
に
つ
い
て
、
ひ

と
つ
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。
何
か
本
当
に

良
い
と
か
素
敵
だ
と
言
い
た
い
と
き
に
、

「radical

（
す
ご
い
）」（
本
来
の
意
味
は

「
急
進
的
な
、根
本
的
な
」）と
言
い
ま
す
。

あ
な
た
が
、
何
か
に
偉
大
だ
と
か
驚
く
べ

き
こ
と
だ
と
感
じ
た
き
は
「radical

（
ラ
デ
ィ
カ
ル
）
」
と
言
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
い
つ
か
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

　

あ
な
た
に
素
敵
な
春
が
訪
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
次
回
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

新

     Hello again Niimi, I'm Truman.  This 
is my second year living in Niimi and my 
third time appearing in the city newsletter. 
Spring is almost here in Niimi, and I'm very 
excited to see the cherry blossoms bloom.  
I heard that because this winter was very 
mild, the cherry blossoms will bloom early 
this year, so don't miss it!  Seeing the 
changes between different seasons here in 
Niimi is always beautiful.  One of my 
favorite places in Niimi is the top of 
Jouyama park, because it provides a 
breath-taking view of the city where you 
can see how different the scenery looks in 
spring, summer, fall and winter. 
     I also like the spring season because 
the weather is the most pleasant of the 
year, and it reminds me a bit of the climate 
in my hometown of Santa Cruz, California. 
Speaking of my hometown, here is a quick 
lesson in our local English slang: we say 
"radical" when we want to say something is 
really good or fantastic.  You can call 
anything you think is great or amazing 
"radical" too. Try it out sometime! 
     Hope you have a radical spring, and 
see you next time! 

新見市派遣 AL新見市派遣 ALTT

トゥルーマトゥルーマンン・・ウイリアムウイリアムズズさんさん
アメリカ カリフォルニアアメリカ　カリフォルニア州州
南小、草間台南小、草間台小小

●放送時間 １日３回　９：３０・１５：３０・２１：３０（各３０分枠）
【月・金】
・にいみロコモ体操 
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんダンス（うしろから）
・認知症について正しく知りましょう（４/１５〜）ほか
【火・木・土】
・にいみロコモ体操
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ
・都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会
（４/１６〜）ほか

【水・日】
・にいみロコモ体操
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんダンス（まえから）
・千屋牛飼育の伝統とこれから（４/１７〜）ほか

●一部インターネットでもご覧になれます！

※番組内容等都合により変更になることがあります。

【問い合わせ先】　秘書広報課☎演６１９０

新見市は英語教育に力を入れていま新見市は英語教育に力を入れていますす
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